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１．調査の目的  

 

総合計画策定にあたり、市の将来像やまちづくりの方向性などを検討する際の基礎資料として活用す

るため、市民の皆様のご意見やご要望を幅広くお伺いし、これからのまちづくりの参考にすることを

目的に実施した。 

 

 

２．調査方法  

 

◆調 査 期 間：令和８年７月９日（木）～令和８年７月 24日（金） 

◆調査対象者：令和８年６月１日現在で 18 歳以上の市民から、無作為に選んだ 1,000 名 

◆調 査 方 法：郵送による配布、郵送及び Webによる回収 

◆回 収 率：23.4％（郵送 160件、Web 74件） 

 

 

３．調査結果の概要 

 

（１）全体的な傾向 

市民の生活評価は「暮らしやすい」が約６割を占める一方、公共交通の不足、商業施設の少な

さ、医療アクセスの弱さ、道路・下水道などインフラ整備の遅れなどが課題として挙げられてい

ます。特に「車がないと生活できない」という移動手段への不安が強く、高齢期の移動手段の確

保が最大の懸念となっています。また、子育て支援の不足、若者の就職先の少なさ、企業誘致の

遅れ、治安への不安（外国人増加に伴う生活ルールの問題）など、人口減少と地域活力の低下に

関する意見が多くみられます。 

一方で、自然環境の豊かさ、農産物の新鮮さ、静かな生活環境は高く評価されており、農業を

核とした地域資源の強みを活かしたまちづくりへの期待が示されています。 

これからのまちづくりにおいて活用する資源については、「子どもたち」や「子育て世代」、重

視することについても、「子どもがたくましく成長する教育と、子育てしやすい環境をつくるこ

と」が最も多く、こどもや若い世代に向けた施策が期待されています。 

 

（２）年齢別の傾向 

〇若年層では、子育て環境や教育の質、働く場の不足が大きな課題として挙げられ、産婦人科や

小児科の整備、屋内遊び場の充実、保育料負担の軽減など、子育て期の生活基盤に対する要望

が多くみられます。また、地域に就職先が少ないことなどから、市外への流出がみられており、

若者が定住できる雇用環境の整備が求められています。 

〇中年層では、交通の不便さや道路・下水道などインフラ整備の遅れ、医療機関の不足が強く指

摘されており、生活利便性の向上に対する要望が多くみられます。子どもの学力や学校教育の

質に対する不安も大きく、教育環境の改善を求める声が目立ちます。さらに、治安や外国人と

の生活ルールの問題など、地域の安全性に関する懸念も増えています。 
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〇高齢層では、免許返納後の移動手段への不安が最も強く示されており、公共交通の縮小が生活

の質に直結する課題となっています。買い物や通院の困難、道路の狭さや舗装不良、雑草管理

など、日常生活の安全性や快適性に関する意見が多く、高齢期の生活を支える基盤整備が求め

られています。 

 

（３）施策の満足度・重要度 

公共交通の確保、医療体制の充実、子育て支援、企業誘致による雇用創出、道路・下水道など

インフラ整備、防犯対策は、市民が強く必要性を感じている一方、現状の取り組みへの満足度は

低く、改善を求める声が集中しています。 

特に、交通の不便さや医療機関の不足は、若年層から高齢層まで幅広い世代に共通する課題で

あり、生活の安心感に直結する重要な施策として位置付けられています。また、子育て支援の不

足は若年層の定住意欲を低下させており、人口減少の要因としても深刻に受け止められています。 

一方で、自然環境の豊かさや農産物の新鮮さ、静かな生活環境など、地域の強みに関する満足

度は高く、これらの資源を活かしたまちづくりへの期待が示されています。総じて、市民は「生

活基盤の強化」と「地域資源の活用」を重視しており、施策の重点化が求められています。 

 

（４）施策別の評価 

施策別にみると、交通・医療、子育て、雇用、防犯、環境など、生活に直結する分野で課題が

顕著に表れています。交通分野では、路線バスの廃止や公共交通の縮小により移動困難が深刻化

しており、乗合タクシーや周遊バス、自動運転技術の導入など、新たな移動手段の確保が強く求

められています。 

医療分野では、産婦人科、小児科、救急対応の不足が大きな不安要因となっており、専門医療

へのアクセス改善が課題となっています。子育て分野では、屋内遊び場や保育施設の整備、保育

料負担の軽減、相談体制の強化など、子育て世帯の生活を支える施策の充実が求められています。

教育環境についても、学力向上や教員の指導力強化、ICT 教育の適切な運用など、質の向上を求

める意見がみられます。 

産業・雇用分野については、若者の就職先不足が市外流出の要因となっており、企業誘致や工

業団地整備、空き家・空き農地の活用による移住促進など、地域の活力を高める施策が必要とさ

れています。生活環境分野については、外国人増加に伴う生活ルールの不徹底や治安への不安が

指摘されており、防犯カメラや街灯の増設、生活ルールの周知徹底が求められているほか、ソー

ラーパネル設置のルール化、道路の狭さや舗装不良、雑草管理、下水道整備の遅れなど、生活環

境の改善に関する要望が多く、自然資源を活かした観光やレジャーの整備と併せて、環境保全と

利便性向上の両立が求められています。 
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４．調査結果 

 

問１ あなたご自身のことについて記入してください。 

 

（１）性別 

   回答者の性別については、「男性」が 40.6％、「女性」が 57.3％、「回答しない」が 1.7％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

   回答者の年齢については、「50～59 歳」が 20.5％、「40～49歳」が 20.1％、「30～39歳」が 17.1％、

「20～29歳」が 14.1％と、60歳未満が７割超となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

95

40.6%

134

57.3%

4

1.7%

1

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない 無回答

【n=234】 

5

2.1%

33

14.1%

40

17.1%

47

20.1%

48

20.5%

27

11.5%

34

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

【n=234】 
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（３）職業 

   職業については、「会社員」31.2％と、「パート・アルバイト」23.1％が多く、次いで「農林業」

が 9.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

7 団体職員 

19 10月から公務員 

91 自営業の専従者 

 

（４）あなたの（同居している）家族構成 

   家族構成については、「親子（２世代）」が 52.6％と半数を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

187 同居人 

220 婚約者 

  

【n=234】 

73

31.2%

20

8.5%

22

9.4%

20

8.5%

54

23.1%

10

4.3%

8

3.4%
23

9.8%

4

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員 教員・公務員 農林業

自営業、会社経営 パート、アルバイト 専業主婦・主夫

学生 無職 その他

【n=234】 

22

9.4%

35

15.0%

123

52.6%

50

21.4%

4

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身（ひとり暮らし） 夫婦のみ 親子(２世代)

親・子・孫(３世代) その他
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（５）お住まいの地域 

   お住まいの地域については、「鉾田地区」が 53.0％と半数を占めており、「大洋地区」が 23.9％、

「旭地区」が 22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 現在の生活環境を総合的にみて、鉾田市は、暮らしやすいまちであると思いますか。 

 現在の生活環境については、「どちらかといえば暮らしやすい」が 45.7％と最も多く、次いで「ど

ちらかといえば暮らしにくい」が 30.8％となっています。「暮らしやすい」14.1％と合わせると、

約６割が暮らしやすいと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

53

22.6%

124

53.0%

56

23.9%

0

0.0%

1

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旭地区 鉾田地区 大洋地区 わからない 無回答

【n=234】 

33

14.1%

107

45.7%

72

30.8%

19

8.1%

3

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

暮らしやすい どちらかといえば暮らしやすい

どちらかといえば暮らしにくい 暮らしにくい

無回答
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《問２の理由》 

◆暮らしやすいと回答した方 

  自然環境の豊かさや農産物の安さ・新鮮さ、静かで落ち着いた生活環境を評価する意見が多くみ

られます。スーパーや薬局が近く、物価も高くないなど、日常生活の利便性を肯定的に捉える声も

あります。一方で、車依存の生活環境や交通網の不便さ、小児科など専門医療へのアクセスの課題

を指摘する意見もあり、将来世代の生活基盤への不安が示されています。 

 

回答者№ その他の意見 

16 野菜や果物が安くていいと思う。 

17 海・湖・山・野菜・果物が不自由しない。 

33 
慣れもあるとは思います。緑もあるのでいいとは思うが、小児科専門が近くにない。

車がないと出かけられない。 

37 

・自然と野菜が豊かで心と体に豊富な栄養がとれているため暮らしやすい。 

・一方、子供達が５年後、10年後に家庭を持った時、専門的知識や学んできたことを

生かして自分らしさ（やりたいこと）を持続し、生活できるかと言ったら不安が残る。 

55 温泉がある。ゴルフ場が近い。 

68 今は暮らしやすいと思っていますが、交通網の不便さは感じています。 

80 
駐車料もかからず、交通量も多いわけでもなく住みやすい。物価もそこまで高くない。

病院も近くにあり、困っていない。 

86 車さえあれば買い出しに出やすい 

90 

鉾田市は自然豊かで落ち着いた生活環境である。地区での交流、環境整備や地区運営

等がきちんと出来ていて、区や組で困った事があれば協力し合い、助け合い、改善し

ていくという土地柄である。だが、車がなければ生活しにくいという面もある。 

96 食料が多く生産されているので、地産地消がしやすいため 

122 コンパクト。育った町だから 

126 スーパー・薬局も近くにあるので暮らしやすい。高速道路も近くにあるので便利です。 

133 車と田舎が好き 

160 特に不便は感じていない 

161 静かで水戸市にも近く住みやすいと思う 

202 街内にお店が多い 

212 ほどよい田舎感と、ある程度の利便性 

213 快適な生活を送れる最低限の施設があり、人混みも無い事が自分には快適である為。 

218 人が温かい。食べ物も美味しいものが手に入りやすい。 

220 
長閑だけど、車があればスーパー等も充実していて、30分圏内でほかの市町村にも行

けるから。 

228 
スーパーや薬局は近いし、道路はある程度舗装されているし、農業を盛り上げている

気がします。 

232 不自由が特にない。 
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◆どちらかといえば暮らしやすいと回答した方 

  自然が豊かで気候が穏やかであること、災害が少なく静かで落ち着いた環境であること、病院や

スーパーが近く生活に必要な施設が概ね揃っていることから、暮らしやすいと感じる意見が多くみ

られます。一方で、車がないと移動が難しいことや公共交通の不便さ、将来の高齢期の移動への不

安、商業施設の少なさなどを課題とする意見もみられます。 

 

回答者№ その他の意見 

1 病院、スーパーマーケットがある所 

15 病院の心配 

18 気候が穏やかで自然豊か 

19 自然があり、景色が綺麗であるから。 

20 子供のころから住んでいるから 

25 作物を作りやすい 

26 市外に行くのに遠い距離ではない為 

30 普通の生活を送るなら、特に気になるところはない。遊ぶための施設がない。 

32 大きな災害がないから 

34 どちらかと言えば 

36 隣近所がなくなった。 

39 
自然豊かでスーパー等も比較的近くにあり、生活しやすい。ただ、どこに行くにも車

が必須のため、「どちらかといえば暮らしやすい」にした。 

44 災害が少ない 

46 農業をしている同世代が多い。 

47 現状に不満や問題は特にないから。（ただし、少々の不便さは感じている） 

49 自然災害（台風・雪）の直撃を受けにくい。 

52 長年住んでいて、何となく 

56 水戸に近い所 

58 住み慣れた地区 

60 農産物などが多く、楽しめる。車があれば不自由なく生活できる。 

61 車の運転ができれば、とても暮らしやすいです。 

62 
スーパー、ドラッグストア、ホームセンター。必要な店はとりあえずある。車があれ

ば水戸も遠くはない。しかし、公共交通が壊滅的。積極的に住む理由はない。 

66 不都合はない為 

72 車があればどこでも行ける。自然と立地がちょうどよい。 

76 
・基本何でもあるから 

・車を持っていない人の移動が大変 

78 静かで穏やかな町だから 

79 物価がある程度安定している。病院が複数ある。 

81 
現在は市外在住だが、過去市内に在住していた際に、特に大きな生活上の問題を感じ

たことはないため。 

84 気候が良い。自然豊かである。 

85 自然があり、ほどほどに利便性がある 

87 なんとなく 

88 車社会で車がないと生活できない。これから先を考えると不安。 

100 水害等もなく、水戸・鹿嶋・土浦等、出かけるのにそれほど遠くなくて便利である。 
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101 免許を返してからは交通の便が悪く、不便になる。買い物にも困る。 

102 役所・学校・農協が近い。食料品店が近ければ最適。 

106 気候が安定しているところ。地域でのつながりがまだ残っているところ。 

110 日常的に関われる事（買い物など）に不便を今のところ感じていないから。 

111 店の選択肢は少ないが、静かで治安も良い。たまにバイクがうるさい。 

114 生活するのに不便を感じないから 

115 買い物に行くところが近くにあるから 

116 穏やかである 

119 自然が多く、人混みがない 

120 
今は運転して買い物や用事を済ませたり病院に行けるが、年をとって運転できなくな

った時の不安がある。電車・バスも通っていないので、不安に思う人は多い。 

124 近所周りが仲良しで、地区自体でお互いに助け合っている。 

125 公園の種類が少ない。自宅から遠い。街灯が少ない。 

127 
自然もあってお店もあるので、生活は成り立ちます。ただ、車を持っていないので、

タクシーのない今は不安があります。 

129 
災害が少なく、安心して暮らせている。ただ車がないと何もできないので、これから

の老後はちょっと心配である。 

132 
自然が多く、静かな環境がよい。交通の利便性もそれなりで生活もしやすい方だと思

う。人口の減少が気になる。 

139 

自然が美しく、新鮮な野菜や海の幸にも恵まれて満足していますが、公共交通の便が

なく、車がなければ病院に行くのが不便。もう少し高齢者にやさしい工夫をしてほし

い。 

140 環境はいいと思います。海のものも畑のものも豊富にあるので。 

144 
のどか、静か、自然がいっぱい。野菜、果物がとても美味しい。肥料が臭い。近所付

き合いも盛んで人が良い。車がないと生活しづらい。 

145 のんびりしている 

148 都会じゃないからうるさくないし、車に乗れば買い物にも行ける。 

149 子育て世代にもう少し手厚い支援をしてもらいたい。道路の狭さ。 

151 交通の便が悪い 

153 車を 30 分ちょっと走らせれば水戸駅付近、高速など行けるので良い。 

154 
概ね不満はないのですが、自宅のテレビの電波の調子が悪いです。問い合わせたら地

域的な問題らしいので、対応願います。 

156 
近くにスーパーとかドラッグストアはあるけど高い。もう少しリーズナブルなものが

売っているお店にしてほしい。 

159 何もないから。平和。 

164 暮らしていくには十分な環境 

165 別に困ることがない 

167 買い物に困らない 

168 自然があるのはプラスだと思うが、大きな商業施設が無いのはマイナスだと思う。 

169 交通が不便 

170 なんとなく 

175 特に感じない 

178 歩道が少なすぎる。ただだだ、危険である。それ以外は普通 

179 生活には不便を感じないので 

183 ど田舎でも大都会でもなく丁度良いくらしができる。 

184 のどか 

188 不便は無い 



9 

189 水戸や土浦の総合病院に近い 

190 
国道が通っている。 

最低限スーパーやコンビニ、ドラッグストアなどがある為基本的に困る事がない。 

191 比較的近場に病院、スーパー等必要な物が揃う場所がある。 

192 水戸に行くにも、千葉の方に行くにも便利だから。 

197 買い物や病院などに行くには不便だが、のんびりしていて暮らしやすい 

198 子育てや病院、商業施設など不便なく利用できている。 

199 環境がよく住みやすいが、買い物や病院等が不便 

200 多少子供がはしゃいでもおおらかにみてくれる方が多いから 

201 生活するのに、困らないがこれと言ったものもない。 

203 
衣食住は近くに揃っているから。もっと近隣の市町村のように子育てに充実させてほ

しいから。 

209 なんとなく 

211 近くにコンビニが欲しい 

215 環境が静か、自然が豊か 

216 長年住んでいるから 

221 現在、車で移動ができているので暮らしやすい。 

222 車が運転できる人は過ごしやすいが、車を持っていないと交通が不便。 

225 自然豊か。最近は、安全面が不安。 

226 車があれば買い物なども困らない。 

227 
自然豊かで農作物が沢山あるところがいい所であるが、買い物や遊ぶ施設が少ないか

ら。常磐線が通ってないところがやや不便。 

230 のどかで落ち着く。高速が近くに出来て便利になった。 

231 特に困った事が今のところ無い。 

233 ある程度は市内で用が済む 
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◆どちらかといえば暮らしにくいと回答した方 

  商業施設や医療機関の不足、買い物や通院の不便さ、公共交通の未発達により車が必須である点

が多く指摘されています。道路や下水道などインフラ整備の遅れ、子育て支援や公共サービスの不

足、外国人増加に伴う環境不安を挙げる意見もみられます。特に高齢期の移動手段への不安が強く

示されており、生活基盤の脆弱さが課題となっています。 

 

回答者№ その他の意見 

2 
道路がせまい。草刈りが行き届いていないせいで、車のミラーにあたるし、走行中見

づらくて、ぶつかりそうになる場面が多々。（車と車） 

3 街が豊かではない。物価が高い。病院が少ない。 

7 
外国人が多くなり、夜間などに出歩くことが難しい。不法投棄なども多く、環境とし

てきれいだとは言えない。 

8 買い物が不便。車がないと大変。 

21 住居が森の中で、全てのアクセスが悪い 

22 
車がないと生活できない。楽しい場所がない。個人商店ばかりで入りづらい。余所者

に厳しい。 

24 交通の不便。遊ぶところが何もない。 

29 商業が少ない。 

40 
・バスがなくなり不便です。 

・ホコマルに電話をしても混んでいて、予約が取りにくい。 

41 隣近所の方々とも仲良く生活ができている。 

43 
・食事処が少ない。 

・もし高齢化で免許返納した場合、代替乗り物（バス等）がない。 

45 路線バスがない。 

51 
現在は車に乗れているが、先々免許を返納したら、とても暮らしにくくなっていくと

考える。 

53 買い物に不便 

54 商業施設が少ない 

59 自動車が使えなくなった場合、買い物・医療関係の移動に、不便さ・不安さを感じる。 

65 交通の便。病院がない（大きい）。老人ホームが少ない。ショッピングモールがない。 

73 年を重ねるごとに交通の便の悪さや行政の取り組みが不十分だと感じている。 

74 生活する近くに店がない 

75 

車を乗るようになったので、買い物なども行きやすくなったが、車がないと何も出来

ない。美容室などの施設も鹿嶋・神栖と比べると少ないので、結局鉾田から出ること

が多い。 

77 公共の交通手段が少ない為、自家用車が必須。 

83 店が遠い 

91 旭地区にスーパーがなく、車での移動が欠かせない。 

95 将来に対して期待が持てない 

97 
道路が整備されていない箇所がある。下水道が完備されていない。金融機関が鉾田地

区まで行くしかない。 

103 高齢者が多い。子供が少ない。外国人が多い。 

107 お店が少ない。 

108 
自然豊かな環境は気に入っているが、社会インフラ面で難あり。高齢になっても自家

用車必須が不安。 
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112 交通の便が悪い。バイクがうるさい。店がない。 

117 生活に必要なスーパー・ドラッグストア等がない。 

128 
ここ数年、自宅の近くの畑を外国人が使用していて、畑は草だらけで抜いてほしくて

も言えないし、どこの国の人かもわからない。 

134 商業施設が少ない。車がないとどこにも行けない。 

136 

①高齢者で車の免許返納後、生活圏を大きく変えない為には、今の市のサービスは不

十分と感じる。細かい場所へのアクセス、便の増加を願う。 

②近隣の総合病院、市内の医院の診療科目が減り、不安不便を感じている。 

③図書館があまりにも貧しい。蔵書を増やし、新旧を循環させて欲しい。民間のカフ

ェも併設して欲しい。人が集まる処になると良い。 

137 交通の便がない（バス停） 

147 下水道整備がない。 

150 車を走らせなければ、スーパーなどでさえも行きにくい。 

152 閑静ではありますが、交通の便が悪いので車がないと困ります。 

155 交通の便が悪い。車を運転できないと不便。働く職場が少ない。 

157 交通手段が何もない 

162 商業施設が充実していない！総合病院が近くにない。 

163 公共交通機関の発達具合 

166 
自宅から車がなければ何もなく、免許がなくなったときに不安。 

子供が少なく、子供がバイトする場所もなく行く先が心配。 

171 下水道等インフラ整備がされていない 

174 公共交通機関が乏しい。大型ショッピングモール等がない。 

176 色々と補助があってもいいと思う 

177 
自然豊かで住みやすい面もあるが、生活するため子育てするための買い物場所が近く

にない。いちいち車を 30-40分走らせて水戸に出るのは大変。 

180 

・水戸やひたちなか市等のお店やレジャーがある地域までが遠い 

・車がないと生活できない 

・病院が少ない(耳鼻科や産科などない)、大きい病院がない 

・公園や学校までが遠い 

182 住民税が高い 

187 スーパーや日用品を売っている所が少ない 

193 田舎過ぎ 

194 

子育て支援が少ない、買い物が不便(子育て用品店がない)、産婦人科/耳鼻科/眼科の

ある病院がない又は少ない、保育園が点在していて第一志望が外れた場合通勤が不便、

狭い道が多い、市政が子育て世代より団塊世代以上よりのものが多い。 

195 買い物できる場所が少ない 

196 可もなく不可もない 

204 車がないと生活できない 

205 発達障害児に育児に対する専門家が足りない 

207 狭いセンターラインのない道路も多くすれ違うのが怖いときがあります。 

208 子供が遊べる施設が少ない 

210 食べ物などは新鮮でおいしいが、車がないと生活しにくい環境だと思っている。 

214 交通網や医療機関、公共福祉が未発達 

217 どこに行くにも車必須で、老後が心配。 

219 
公共交通機関、医療機関、商業施設などが脆弱であり、生活上便利であるとは言い難

い。 

224 市のサービスが悪く、対応も悪い 
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229 総合病院がない（遠い）。皮膚科、耳鼻科、眼科がない。車がなければ生活ができない。 

234 店が離れていて車がないと不便 

 

 

◆暮らしにくいと回答した方 

  公共交通の不足により車が必須であること、買い物や通院の不便さ、商業施設や公共施設の少な

さが多く指摘されています。道路や下水道などインフラ整備の遅れ、子育て支援や福祉サービスの

不足、働く場の少なさも課題として挙げられています。また、外国人増加に伴う治安や環境への不

安、住民税の高さなど、生活の安心感に関わる意見もみられ、総じて生活基盤の脆弱さが課題とな

っています。 

 

回答者№ その他の意見 

6 交通手段がない 

13 保健所、ハローワークがなくなってしまった 

14 

・市民の民度が低すぎる（ノンデリ） 

・農業しか取り柄がない。 

・何もない。 

27 交通が不便。免許証を返納した。バスなど通っていると良い。 

42 老後に病院・スーパーなどが近くにないので不便 

63 
車がないと買い出しに行くこともできない。病院・薬局も遠い。空き家が目に付くの

で、きれいな町にしてほしい。 

64 交通インフラが整っていない。福祉サービスが充実していない（子ども関係） 

82 
町内会に入っていないとゴミが出せない。クリーンセンターまで毎週持っていってい

る。 

98 公共交通の不足 

141 
車がなくても生活出来るような町づくり。病院も少なく、安心できる所ではない。不

法外国人も多く、治安も悪くなってきている。パトロールをもっと行ってほしい。 

146 何もない。交通の便が悪い。 

172 
子供に対しての補助も少ない、住んでる家に補助もない。住んでるだけでも精一杯す

ぎる。 

173 住民税が高く、市民でいるメリットがない。 

181 子育ての施設や支援が不十分である。 

185 働きたい場所が近くにない。 

186 公共施設が全く充実していない。 

206 外国人が多い 

223 スーパー・コンビニが遠い 
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問３ 以前（10年くらい前(2015 年頃)）と比べて、鉾田市は住み良いまちになったと感じますか。 

以前と比べて、鉾田市は住み良いまちになったかについては、「変わらない」が 53.0％と半数を

占めています。住みやすくなったという評価は、「かなり住みやすくなった」が 3.8％、「やや住み

やすくなった」が 15.4％で 19.2％、住みにくくなったという評価は、「かなり住みにくくなった」

が 5.6％、「やや住みにくくなった」が 11.5％で 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは、鉾田市に「自分のまち」としての愛着をどの程度感じていますか。 

鉾田市に「自分のまち」としての愛着をどの程度感じているかについては、「愛着を感じている」

が 31.6％、「愛着をやや感じている」が 38.9％で、約７割が愛着を感じていると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

9

3.8%

36

15.4%

124

53.0%

27

11.5%

13

5.6%

23

9.8%

2

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり住み良くなった

やや住み良くなった

変わらない

やや住みにくくなった

かなり住みにくくなった

10年前は住んでいなかったのでわからない

無回答

【n=234】 

74

31.6%

91

38.9%

50

21.4%

14

6.0%

5

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛着を感じている 愛着をやや感じている

愛着をあまり感じていない 愛着を感じていない

無回答
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問５ あなたは、鉾田市の良いところは何だと思いますか。 

鉾田市の良いところについては、「農産物を多く生産している全国有数の農業」が 55.1％と最も

多く、次いで「気候が穏やかで暮らしやすいこと」が 42.3％、「海岸や湖沼などの水辺環境」が 29.5％

となっています。また、「住まいなどの生活コストが適切なこと」15.0％、「東関東自動車道や国道

51号を利用して移動しやすいこと」14.5％など、生活面での利便性を評価する回答も一定数みられ

ます。 

一方、「学校教育」1.3％、「生涯学習・スポーツ活動」1.3％、「医療サービス」2.1％、「福祉サー

ビス」2.6％など、公共サービスに関する項目は低く、市民が鉾田市の強みとして認識しているのは

主に自然環境・農業・気候・生活コストといった基礎的な生活環境であることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

19 お笑い芸人カミナリの出身地！ 

42 災害が少ない 

194 地元の住民の結束が強く、お祭りやイベントの活気がある。 

※特になしが４件あり 

【n=234】 

69

29.5%

43

18.4%

129

55.1%

42

17.9%

3

1.3%

3

1.3%

7

3.0%

5

2.1%

6

2.6%

4

1.7%

34

14.5%

11

4.7%

35

15.0%

99

42.3%

10

4.3%

7

3.0%

10

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

海岸や湖沼などの水辺環境

平地林や農地などの田園環境

農産物を多く生産している全国有数の農業

水戸市など拠点性のある都市への利便性

学校教育

生涯学習・スポーツ活動

生活利便性

医療サービス

福祉サービス

市内や近隣での就業機会・場所

東関東自動車道や国道51号を利用して

移動しやすいこと

大洗鹿島線で水戸市や鹿嶋市などへ

アクセスできること

住まいなどの生活コストが適切なこと

気候が穏やかで暮らしやすいこと

まちがコンパクトで過ごしやすい

その他

無回答



15 

  

問６ あなたは、まちづくりや地域づくり活動に参加していますか。 

まちづくりや地域づくり活動への参加状況については、「参加していないと思う」が 39.7％と最

も多く、次いで「あまり参加していないと思う」が 31.2％、「比較的参加していると思う」が 17.1％

となっています。「積極的に参加していると思う」1.7％、「これから参加したいと思う」4.7％とい

った回答もみられますが、全体としては積極的な参加は限定的であることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

27 高齢のため歩けない 

70 声がかかれば参加する 

108 参加したいが、きっかけがつかめない。 

128 ２年前までは参加していた。 

131 猫の保護に関し参加 

141 移住者が参加できるような雰囲気を作ってほしい。 

173 何があるかわからない 

209 参加するつもりはない 

224 特に興味がない 

 

  

【n=234】 

4

1.7%

40

17.1%

73

31.2%

93

39.7%

11

4.7%

10

4.3%

3

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に参加していると思う 比較的参加していると思う

あまり参加していないと思う 参加していないと思う

これから参加したいと思う その他

無回答
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問７ 現在、あなたは鉾田市での暮らしにどの程度幸福を感じていますか。「幸福」を 10点、「不幸」を

０点とすると、何点くらいになると思いますか。 

幸福度については、「５点」が最も多く 25.6％（60人）、「４点」16.7％（39人）、「７点」14.5％

（34 人）と続いており、中央値は５点、平均値は 5.17 点となっており、全体として鉾田市での暮

らしに対して「中程度の幸福感」を感じている市民が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平均値：5.17 点  ■中央値：5点 

※無回答を除く 

 

 

  

【n=234】 

6 6
10

17

39

60

29
34

18

5 5 5

0

10

20

30

40

50

60

70

0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点 無回答

（人）
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問８ 鉾田市のこれからのまちづくりでは、どのようなイメージのまちを目指すことが望ましいと思い

ますか。 

最も多い回答は「日常生活が便利なまち」48.3％であり、次いで「子どもを育てやすいまち」 

26.9％、「安心安全なまち」26.9％が続いています。また、「高齢者が暮らしやすいまち」15.4％、

「農業が盛んなまち」15.4％など、生活基盤や安全性、子育て環境の充実を求める傾向がみられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

30 娯楽施設を増やす。 

166 

鉾田市は農業が盛んで、かろうじて跡取り、子が残っているが、勤め家の子は不便さ

で市外へ出ていってしまっている。市内に雇用も少なく、高速沿線や国道沿線に工場

誘致などをして、雇用と人口を増やして行くと良いのではないかと思う。 

189 医療の発展 

  

【n=234】 

113

48.3%

63

26.9%

8

3.4%

5

2.1%

36

15.4%

19

8.1%

7

3.0%

4

1.7%

63

26.9%

36

15.4%

5

2.1%

8

3.4%

17

7.3%

10

4.3%

9

3.8%

8

3.4%

3

1.3%

17

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活が便利なまち

子どもを育てやすいまち

レクリエーション等楽しみの多いまち

文化や歴史、伝統の香り高いまち

高齢者が暮らしやすいまち

社会福祉が充実したまち

学校教育が充実したまち

生涯学習が充実したまち

安心安全なまち

農業が盛んなまち

工業を育てるまち

商業を育てるまち

観光の魅力を増すまち

健康づくりを進めるまち

あたたかい心と連帯を育てるまち

市民参加のまち

その他

無回答
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問９ あなたは、日常生活において、どのようなデジタル端末を利用していますか。 

利用率が最も高いのは「スマートフォン」93.2％であり、「テレビ」70.1％、「ノートパソコン」 

44.9％、「タブレット」24.8％が続いています。一方、「利用していない」は 1.3％と少なく、全体

としてデジタル端末の利用が広く浸透している状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

218

93.2%

8

3.4%

58

24.8%

105

44.9%

31

13.2%

55

23.5%

164

70.1%

3

1.3%

3

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォン

従来型の携帯電話（ガラケー）

タブレット

ノートパソコン

デスクトップパソコン

ゲーム機

テレビ

利用していない

無回答
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問 10 あなたは、どのようなインターネット（デジタル）サービスを利用していますか。 

「インターネットショッピング」67.1％、「地図・ナビゲーション」66.7％、「情報検索・ニュー

ス」65.0％が高い利用率となっています。また、「ＳＮＳ」54.7％、「動画配信・音楽配信」48.7％、

「ＱＲコード決済」48.3％など、幅広いサービスが利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

157

67.1%

134

57.3%

156

66.7%

152

65.0%

114

48.7%

113

48.3%

39

16.7%

128

54.7%

91

38.9%

46

19.7%

73

31.2%

38

16.2%

4

1.7%

55

23.5%

48

20.5%

41

17.5%

32

13.7%

17

7.3%

6

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

インターネットショッピング

支払い・決済(クレジットカード等)

地図・ナビゲーション

情報検索・ニュース

動画配信・音楽配信

ＱＲコード決済

メッセージングサービス

ＳＮＳ（ソーシャル・

ネットワーキング・サービス）

予定管理・カレンダー

オークション・フリマ

チケット予約

株取引・オンラインバンキング

マッチングサービス

ソーシャルゲーム・オンラインゲーム

健康管理・運動記録

行政サービス

ファイル共有サービス

利用したことがない

無回答



20 

 

問 11 インターネット（デジタル）サービスを利用している中で、トラブルを経験したことがあります

か。 

「なかった」が 56.0％と最も多く、次いで「少し（１〜２回）あった」34.2％、「何度もあった」 

3.8％となっています。全体として、トラブル経験は限定的であるものの、一定数の利用者が不安を

抱えている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、どのようなＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用していますか。 

最も利用率が高いのは「LINE」82.9％であり、「YouTube」67.9％、「Instagram」50.4％が続いて

います。「X（旧 Twitter）」は 32.9％、「TikTok」23.9％と、幅広い年代でＳＮＳが利用されている

状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

178 スラック、teams、setlog、yamap 

213 discord 

 

【n=234】 

9

3.8%

80

34.2%

131

56.0%

14

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった 少し（１～２回）あった なかった 無回答

【n=234】 

77

32.9%

118

50.4%

194

82.9%

159

67.9%

33

14.1%

56

23.9%

2

0.9%

22

9.4%

8

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

X（エックス）

※旧Twitter(ツイッター)

Instagram（インスタグラム）

LINE（ライン）

YouTube（ユーチューブ）

Facebook（フェイスブック）

TikTok（ティックトック）

その他

利用したことがない

無回答
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問 13 鉾田市ではさまざまなまちづくりを進めていますが、各分野での取り組みについてどのように感

じていますか。 

 

■満足度（n=234） 

 

①結婚・出産・子育て 

結婚支援については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 39.7％と 4割弱にとどま

り、「やや不満」、「不満」の合計が 47.5％と満足層を上回っています。妊娠・出産支援については、

「満足している」、「やや満足している」の合計が 43.6％で、「やや不満」、「不満」の合計 44.0％と

拮抗しています。また、子ども・子育て支援についても、「満足している」、「やや満足している」の

合計が 44.0％で、「やや不満」、「不満」の合計 44.9％と拮抗しています。 

結婚・出産・子育てについては、特に結婚支援について、満足度が低くなっており、施策の充実

が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16

6.8%

21

9.0%

16

6.8%

77

32.9%

81

34.6%

87

37.2%

72

30.8%

63

26.9%

64

27.4%

39

16.7%

40

17.1%

41

17.5%

30

12.8%

29

12.4%

26

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚支援

妊娠・出産支援

子ども・子育て支援

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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②社会保障・健康づくり 

社会福祉については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 48.2％で、「やや不満」、

「不満」の合計 44.5％をやや上回っています。高齢者支援については、「満足している」、「やや満

足している」の合計が 48.7％で、「やや不満」、「不満」の合計 45.7％と拮抗しています。障害者支

援については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 47.9％で、「やや不満」、「不満」の

合計 44.0％とほぼ同水準です。保健・医療体制支援については、「満足している」、「やや満足して

いる」の合計が 48.7％で、「やや不満」、「不満」の合計 44.9％と拮抗しています。 

社会保障・健康づくり分野は総じて満足度が中位であり、一定の評価がある一方、医療アクセス

や高齢者支援などに改善の余地が残されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9

3.8%

14

6.0%

18

7.7%

11

4.7%

104

44.4%

100

42.7%

94

40.2%

103

44.0%

69

29.5%

74

31.6%

73

31.2%

62

26.5%

35

15.0%

33

14.1%

30

12.8%

43

18.4%

17

7.3%

13

5.6%

19

8.1%

15

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会福祉

高齢者支援

障害者支援

保健・医療体制支援

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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③移住・定住・雇用 

移住・定住については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 44.9％で、「やや不満」、

「不満」の合計 47.5％を下回っています。雇用・就労支援については、「満足している」、「やや満

足している」の合計が 34.6％で、「やや不満」、「不満」の合計 57.2％と大きく下回っています。 

移住・定住・雇用分野は特に雇用・就労支援の満足度が低く、働く場の確保や若者の定着に向け

た施策強化が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④防犯・防災・危機管理 

交通安全・防犯については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 46.1％で、「やや不

満」、「不満」の合計 47.4％と拮抗しています。防災・減災については、「満足している」、「やや満

足している」の合計が 56.8％で、「やや不満」、「不満」の合計 37.1％を大きく上回っています。危

機管理体制については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 56.0％で、「やや不満」、

「不満」の合計 38.0％を上回っています。 

防災・危機管理分野は比較的満足度が高く、災害対策や行政の危機対応について一定の評価が

なされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24

10.3%

15

6.4%

81

34.6%

66

28.2%

76

32.5%

85

36.3%

35

15.0%

49

20.9%

18

7.7%

19

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移住・定住

雇用・就労支援

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答

15

6.4%

20

8.5%

15

6.4%

93

39.7%

113

48.3%

116

49.6%

70

29.9%

60

25.6%

62

26.5%

41

17.5%

27

11.5%

27

11.5%

15

6.4%

14

6.0%

14

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通安全・防犯

防災・減災

危機管理体制

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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⑤農林水産業 

農林業振興については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 65.0％で、「やや不満」、

「不満」の合計 26.0％を大きく上回っています。水産業振興については、「満足している」、「やや

満足している」の合計が 59.9％で、「やや不満」、「不満」の合計 29.5％を上回っています。 

農林水産業分野は総じて満足度が高く、基幹産業としての施策が評価されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥観光・地域振興 

観光振興については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 41.9％で、「やや不満」、

「不満」の合計 49.1％を下回っています。地域振興については、「満足している」、「やや満足して

いる」の合計が 42.7％で、「やや不満」、「不満」の合計 47.5％を下回っています。 

観光・地域振興分野は満足度が低く、観光資源の磨き上げや地域活動の活性化が課題となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46

19.7%

35

15.0%

106

45.3%

105

44.9%

42

17.9%

52

22.2%

19

8.1%

17

7.3%

21

9.0%

25

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林業振興

水産業振興

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答

13

5.6%

15

6.4%

85

36.3%

85

36.3%

76

32.5%

75

32.1%

39

16.7%

36

15.4%

21

9.0%

23

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光振興

地域振興

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答



25 

 

⑦商工業・企業誘致及び官民連携 

商工業振興については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 40.6％で、「やや不満」、

「不満」の合計 50.4％を下回っています。企業誘致・官民連携については、「満足している」、「や

や満足している」の合計が 37.2％で、「やや不満」、「不満」の合計 53.8％を大きく下回っています。 

商工業・企業誘致分野は満足度が低く、産業振興や企業誘致の成果が市民に十分伝わっていない

可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧幼児・学校教育 

幼児教育については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 59.8％で、「やや不満」、

「不満」の合計 29.9％を大きく上回っています。学校教育については、「満足している」、「やや満

足している」の合計が 61.5％で、「やや不満」、「不満」の合計 28.2％を大きく上回っています。教

育施設については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 58.1％で、「やや不満」、「不満」

の合計 32.5％を上回っています。 

幼児・学校教育分野は総じて満足度が高く、教育環境に対する評価が高いことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13

5.6%

11

4.7%

82

35.0%

76

32.5%

70

29.9%

67

28.6%

48

20.5%

59

25.2%

21

9.0%

21

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商工業振興

企業誘致・官民連携

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答

23

9.8%

23

9.8%

22

9.4%

117

50.0%

121

51.7%

114

48.7%

47

20.1%

44

18.8%

46

19.7%

23

9.8%

22

9.4%

30

12.8%

24

10.3%

24

10.3%

22

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼児教育

学校教育

教育施設

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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⑨生涯学習・スポーツ・文化 

生涯学習については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 56.4％で、「やや不満」、

「不満」の合計 34.2％を上回っています。スポーツ振興については、「満足している」、「やや満足

している」の合計が 56.4％で、「やや不満」、「不満」の合計 34.1％を上回っています。文化振興に

ついては、「満足している」、「やや満足している」の合計が 54.3％で、「やや不満」、「不満」の合計

36.3％を上回っています。青少年健全育成については、「満足している」、「やや満足している」の合

計が 53.0％で、「やや不満」、「不満」の合計 36.8％を上回っています。 

生涯学習・スポーツ・文化分野は総じて満足度が高く、地域の学びや文化活動が評価されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19

8.1%

20

8.5%

17

7.3%

16

6.8%

113

48.3%

112

47.9%

110

47.0%

108

46.2%

61

26.1%

60

25.6%

65

27.8%

69

29.5%

19

8.1%

20

8.5%

20

8.5%

17

7.3%

22

9.4%

22

9.4%

22

9.4%

24

10.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習

スポーツ振興

文化振興

青少年健全育成

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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⑩交流・男女共同参画・人権 

都市間・国際交流については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 47.1％で、「やや

不満」、「不満」の合計 41.5％と拮抗しています。男女共同参画については、「満足している」、「や

や満足している」の合計が 50.9％で、「やや不満」、「不満」の合計 38.0％を上回っています。人権

尊重については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 53.0％で、「やや不満」、「不満」

の合計 36.3％を上回っています。 

男女共同参画や人権分野については一定の評価があるものの、都市間・国際交流については評価

が分かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪自然・環境 

自然・環境保全については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 57.7％で、「やや不

満」、「不満」の合計 34.1％を上回っています。環境再生・資源循環については、「満足している」、

「やや満足している」の合計が 56.0％で、「やや不満」、「不満」の合計 35.9％を上回っています。 

自然・環境分野は総じて満足度が高く、環境保全への取り組みが評価されています。 

 

 

 

 

 

  

13

5.6%

17

7.3%

19

8.1%

97

41.5%

102

43.6%

105

44.9%

73

31.2%

71

30.3%

67

28.6%

24

10.3%

18

7.7%

18

7.7%

27

11.5%

26

11.1%

25

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市間・国際交流

男女共同参画

人権尊重

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答

33

14.1%

25

10.7%

102

43.6%

106

45.3%

53

22.6%

55

23.5%

27

11.5%

29

12.4%

19

8.1%

19

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然・環境保全

環境再生・資源循環

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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⑫都市・社会基盤 

適正な土地利用については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 37.7％で、「やや不

満」、「不満」の合計 53.5％を下回っています。まちの拠点については、「満足している」、「やや満

足している」の合計が 41.9％で、「やや不満」、「不満」の合計 48.3％を下回っています。道路につ

いては、「満足している」、「やや満足している」の合計が 37.2％で、「やや不満」、「不満」の合計

55.5％を大きく下回っています。上水道については、「満足している」、「やや満足している」の合計

が 56.4％で、「やや不満」、「不満」の合計 36.8％を上回っています。下水道については、「満足して

いる」、「やや満足している」の合計が 40.6％で、「やや不満」、「不満」の合計 52.1％を下回ってい

ます。住宅については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 52.2％で、「やや不満」、

「不満」の合計 38.9％を上回っています。公共交通については、「満足している」、「やや満足して

いる」の合計が 21.8％で、「やや不満」、「不満」の合計 72.2％と極めて低くなっています。 

都市・社会基盤分野では、特に道路・公共交通の満足度が低く、改善ニーズが強く示されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13

5.6%

19

8.1%

18

7.7%

30

12.8%

21

9.0%

24

10.3%

10

4.3%

75

32.1%

79

33.8%

69

29.5%

102

43.6%

74

31.6%

98

41.9%

41

17.5%

79

33.8%

73

31.2%

82

35.0%

58

24.8%

67

28.6%

67

28.6%

80

34.2%

46

19.7%

40

17.1%

48

20.5%

28

12.0%

55

23.5%

24

10.3%

89

38.0%

21

9.0%

23

9.8%

17

7.3%

16

6.8%

17

7.3%

21

9.0%

14

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適正な土地利用

まちの拠点

道路

上水道

下水道

住宅

公共交通

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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⑬市民協働・市民活動 

市民協働については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 56.4％と高く、「やや不満」、

「不満」の合計 34.2％を大きく上回っています。市民活動についても、「満足している」、「やや満

足している」の合計が 58.2％と高く、「やや不満」、「不満」の合計 32.5％を大きく上回っています。 

市民協働・市民活動分野は満足度が高く、地域の協働体制が評価されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

120

6.0%

107

7.3%

75

50.4%

87

50.9%

14

28.2%

9

26.9%

3

6.0%

8

5.6%

22

9.4%

23

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民協働

市民活動

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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⑭広域連携・行財政運営 

広域連携については、「満足している」、「やや満足している」の合計が 52.6％と高く、「やや不満」、

「不満」の合計 38.5％を上回っています。情報発信については、「満足している」、「やや満足して

いる」の合計が 50.4％と高く、「やや不満」、「不満」の合計 41.0％を上回っています。公共施設に

ついては、「満足している」、「やや満足している」の合計が 42.8％となっており、「やや不満」、「不

満」の合計 48.3％を下回っています。行財政・組織運営については、「満足している」、「やや満足

している」の合計が 45.7％で、「やや不満」、「不満」の合計 45.3％と拮抗しています。議会運営に

ついては、「満足している」、「やや満足している」の合計が 44.0％となっており、「やや不満」、「不

満」の合計 47.4％を下回っています。 

周辺自治体との連携や広域的な取り組み、市の広報活動や情報提供などについては、評価されて

いますが、施設の利便性や維持管理、行政運営、議会運営については評価が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14

6.0%

18

7.7%

14

6.0%

11

4.7%

12

5.1%

109

46.6%

100

42.7%

86

36.8%

96

41.0%

91

38.9%

68

29.1%

70

29.9%

76

32.5%

71

30.3%

71

30.3%

22

9.4%

26

11.1%

37

15.8%

35

15.0%

40

17.1%

21

9.0%

20

8.5%

21

9.0%

21

9.0%

20

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広域連携

情報発信

公共施設

行財政・組織運営

議会運営

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答
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■重要度（n=234） 

 

①結婚・出産・子育て 

結婚支援については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 69.2％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 21.8％を大きく上回っています。妊娠・出産支援については、「重要である」、

「やや重要である」の合計が 77.8％と高く、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 13.2％を

大きく上回っています。子ども・子育て支援については、「重要である」、「やや重要である」の合計

が 83.3％と非常に高く、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 9.4％を大きく上回っていま

す。 

結婚・出産・子育て分野は、特に子ども・子育て支援や妊娠・出産支援の重要度が高く、安心し

て子育てできる環境整備が強く求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89

38.0%

130

55.6%

150

64.1%

73

31.2%

52

22.2%

45

19.2%

33

14.1%

19

8.1%

13

5.6%

18

7.7%

12

5.1%

9

3.8%

21

9.0%

21

9.0%

17

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚支援

妊娠・出産支援

子ども・子育て支援

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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②社会保障・健康づくり 

社会福祉については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 89.7％と非常に高く、「あまり

重要でない」、「重要でない」の合計 4.3％を大きく上回っています。高齢者支援については、「重要

である」、「やや重要である」の合計が 85.9％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 9.0％

を上回っています。障害者支援については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 83.3％で、

「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 11.5％を上回っています。保健・医療体制支援につい

ては、「重要である」、「やや重要である」の合計が 91.9％と極めて高く、「あまり重要でない」、「重

要でない」の合計 3.0％を大きく上回っています。 

社会保障・健康づくり分野は総じて重要度が非常に高く、医療・福祉・高齢者・障害者支援など、

生活の基盤となる施策の充実が強く求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

137

58.5%

127

54.3%

117

50.0%

154

65.8%

73

31.2%

74

31.6%

78

33.3%

61

26.1%

8

3.4%

13

5.6%

15

6.4%

4

1.7%

2

0.9%

8

3.4%

12

5.1%

3

1.3%

14

6.0%

12

5.1%

12

5.1%

12

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会福祉

高齢者支援

障害者支援

保健・医療体制支援

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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③移住・定住・雇用 

移住・定住については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 78.2％で、「あまり重要でな

い」、「重要でない」の合計 14.5％を上回っています。雇用・就労支援については、「重要である」、

「やや重要である」の合計が 85.0％と高く、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 8.5％を大

きく上回っています。 

移住・定住・雇用分野は、特に雇用・就労支援の重要度が高く、働く場の確保や若者の地元定着

に向けた施策が重視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④防犯・防災・危機管理 

交通安全・防犯については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 92.3％と非常に高く、

「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 2.2％を大きく上回っています。防災・減災について

は、「重要である」、「やや重要である」の合計が 91.5％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の

合計 3.0％を上回っています。危機管理体制については、「重要である」、「やや重要である」の合計

が 91.5％と高く、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 2.6％を上回っています。   

防犯・防災・危機管理分野は、災害リスクや安全安心への関心が高く、地域の防災力・危機対応

力の強化が最重要課題として認識されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

106

45.3%

128

54.7%

77

32.9%

71

30.3%

23

9.8%

11

4.7%

11

4.7%

9

3.8%

17

7.3%

15

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移住・定住

雇用・就労支援

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答

163

69.7%

153

65.4%

156

66.7%

53

22.6%

61

26.1%

58

24.8%

2

0.9%

6

2.6%

3

1.3%

3

1.3%

1

0.4%

3

1.3%

13

5.6%

13

5.6%

14

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通安全・防犯

防災・減災

危機管理体制

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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⑤農林水産業 

農林業振興については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 80.8％で、「あまり重要でな

い」、「重要でない」の合計 12.4％を上回っています。水産業振興については、「重要である」、「や

や重要である」の合計が 75.2％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 17.1％を上回って

います。 

農林水産業分野は、基幹産業としての重要度が認識されており、持続可能な産業振興が求められ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥観光・地域振興 

観光振興については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 73.1％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 19.2％を上回っています。地域振興については、「重要である」、「やや重要

である」の合計が 80.4％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 11.5％を上回っています。   

観光・地域振興分野については、地域振興の視点から、地域資源の活用や観光交流に向けた施策

が重視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

102

43.6%

78

33.3%

87

37.2%

98

41.9%

24

10.3%

28

12.0%

5

2.1%

12

5.1%

16

6.8%

18

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林業振興

水産業振興

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答

84

35.9%

90

38.5%

87

37.2%

98

41.9%

38

16.2%

23

9.8%

7

3.0%

4

1.7%

18

7.7%

19

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光振興

地域振興

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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⑦商工業・企業誘致及び官民連携 

商工業振興については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 79.5％で、「あまり重要でな

い」、「重要でない」の合計 12.4％を上回っています。企業誘致・官民連携については、「重要であ

る」、「やや重要である」の合計が 79.5％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 12.8％を

上回っています。 

商工業・企業誘致分野は、地域産業の基盤強化や雇用創出に向けた施策として重視されており、

官民連携による取り組みの推進が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧幼児・学校教育 

幼児教育については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 80.7％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 9.8％を上回っています。学校教育については、「重要である」、「やや重要で

ある」の合計が 84.6％と高く、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 6.4％を上回っていま

す。教育施設については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 85.0％で、「あまり重要でな

い」、「重要でない」の合計 6.4％を上回っています。   

幼児・学校教育分野は総じて重要度が高く、教育環境の整備・充実が将来のまちづくりの基盤と

して重視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

99

42.3%

96

41.0%

87

37.2%

90

38.5%

22

9.4%

23

9.8%

7

3.0%

7

3.0%

19

8.1%
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7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商工業振興

企業誘致・官民連携

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答

126

53.8%

142

60.7%

140

59.8%

63

26.9%

56

23.9%

59

25.2%

15

6.4%

11

4.7%

11

4.7%

8

3.4%

4

1.7%

4

1.7%

22

9.4%

21

9.0%

20

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼児教育

学校教育

教育施設

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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⑨生涯学習・スポーツ・文化 

生涯学習については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 75.6％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 15.4％を上回っています。スポーツ振興については、「重要である」、「やや

重要である」の合計が 75.7％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 15.3％を上回ってい

ます。文化振興については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 76.5％で、「あまり重要で

ない」、「重要でない」の合計 14.1％を上回っています。青少年健全育成については、「重要である」、

「やや重要である」の合計が 77.0％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 13.7％を上回

っています。生涯学習・スポーツ・文化分野については、青少年健全育成の重要度が高くなってお

り、生涯学習、スポーツ振興、文化振興を通じた青少年育成が重視されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73

31.2%

65

27.8%

66

28.2%

83

35.5%

104

44.4%

112

47.9%

113

48.3%

97

41.5%

29

12.4%

27

11.5%

26

11.1%

24

10.3%

7

3.0%

9

3.8%

7

3.0%

8

3.4%

21

9.0%

21

9.0%

22

9.4%

22

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習

スポーツ振興

文化振興

青少年健全育成

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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⑩交流・男女共同参画・人権 

都市間・国際交流については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 66.7％で、「あまり重

要でない」、「重要でない」の合計 23.5％を上回っています。男女共同参画については、「重要であ

る」、「やや重要である」の合計が 67.9％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 21.4％を

上回っています。人権尊重については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 76.9％で、「あ

まり重要でない」、「重要でない」の合計 13.2％を上回っています。   

交流・男女共同参画・人権分野は、人権尊重の重要度が比較的高く、男女共同参画や都市間・国

際交流はそれに次ぐ重要性が認識されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪自然・環境 

自然・環境保全については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 82.9％で、「あまり重要

でない」、「重要でない」の合計 8.6％を上回っています。環境再生・資源循環については、「重要で

ある」、「やや重要である」の合計が 84.1％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 7.3％を

上回っています。 

自然・環境分野は総じて重要度が高く、環境保全や資源循環型社会の構築が重視されています。 
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23.1%
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25.2%

84

35.9%
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43.6%

100

42.7%
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41.0%

35

15.0%

35

15.0%

23

9.8%

20

8.5%
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6.4%

8

3.4%

23

9.8%

25

10.7%

23

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市間・国際交流

男女共同参画

人権尊重

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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45.3%

104

44.4%

88

37.6%

93

39.7%
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7.3%

13

5.6%

3

1.3%

4

1.7%

20

8.5%

20

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然・環境保全

環境再生・資源循環

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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⑫都市・社会基盤 

適正な土地利用については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 83.4％で、「あまり重要

でない」、「重要でない」の合計 7.3％を上回っています。まちの拠点については、「重要である」、

「やや重要である」の合計が 82.9％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 7.2％を上回っ

ています。道路については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 88.1％と高く、「あまり重

要でない」、「重要でない」の合計 3.5％を上回っています。上水道については、「重要である」、「や

や重要である」の合計が 87.6％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 4.7％を上回ってい

ます。下水道については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 87.7％で、「あまり重要でな

い」、「重要でない」の合計 4.3％を上回っています。住宅については、「重要である」、「やや重要で

ある」の合計が 84.2％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 6.5％を上回っています。公

共交通については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 85.5％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 7.3％を上回っています。 

都市・社会基盤分野は総じて重要度が非常に高く、特に道路、上下水道、公共交通など生活イン

フラの整備・改善が強く求められています。 
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51.3%
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45.7%
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63.7%

135

57.7%
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適正な土地利用

まちの拠点

道路

上水道

下水道

住宅

公共交通

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答



39 

 

⑬市民協働・市民活動 

市民協働については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 68.8％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 21.3％を上回っています。市民活動については、「重要である」、「やや重要

である」の合計が 69.7％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 20.5％を上回っています。   

市民協働・市民活動分野は中〜高位の重要度が付されており、地域の主体的な活動や協働の仕組

みづくりが重視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44

18.8%

47

20.1%

117

50.0%

116

49.6%

34

14.5%

32

13.7%

16

6.8%

16

6.8%

23

9.8%

23

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民協働

市民活動

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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⑭広域連携・行財政運営 

広域連携については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 77.0％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 13.7％を上回っています。情報発信については、「重要である」、「やや重要

である」の合計が 79.0％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 11.1％を上回っています。

公共施設については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 81.6％で、「あまり重要でない」、

「重要でない」の合計 8.6％を上回っています。行財政・組織運営については、「重要である」、「や

や重要である」の合計が 79.0％で、「あまり重要でない」、「重要でない」の合計 11.1％を上回って

います。議会運営については、「重要である」、「やや重要である」の合計が 77.3％で、「あまり重要

でない」、「重要でない」の合計 13.7％を上回っています。 

広域連携・行財政運営分野は、行政の基盤的機能に対する重要度が高く、広域的な連携、情報発

信、行財政運営、議会運営の質の向上が、まちづくりの推進において重要な政策課題であることが

示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72

30.8%

89

38.0%

87

37.2%

85

36.3%

78

33.3%

108

46.2%

96

41.0%

104

44.4%

100

42.7%

103

44.0%

21

9.0%

17

7.3%

14

6.0%

17

7.3%

21

9.0%

11

4.7%

9

3.8%

6

2.6%

9

3.8%

11

4.7%

22

9.4%

23

9.8%

23

9.8%

23

9.8%

21

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広域連携

情報発信

公共施設

行財政・組織運営

議会運営

重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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問 14 これからの鉾田市をもっとよいまちにしていくためには、どのような資源（ヒト・モノ・環境な

ど）を生かすことが大切だと思いますか。 

 

これからの鉾田市をもっとよいまちにしていくためには、どのような資源（ヒト・モノ・環境など）

を生かすことが大切だと思うかについては、「子どもたち」（67.1%）および「子育て世代」（60.7%）が

高い割合となり、次世代育成や子育て環境の充実を重視する意識が強く示されています。また、地域

の基幹産業である「農業・水産業」（56.8%）や、鉾田市の自然的魅力を形成する「自然環境（山林・

海・水辺・川）」（50.9%）を資源として生かすことが重要とする回答も半数程度を占めており、地域特

性を活かしたまちづくりへの期待がうかがえ、「特産品・加工品」（43.6%）や「県内主要都市へのアク

セスの利便性」（40.6%）を挙げる回答も多く、地域産品のブランド力向上や交通利便性を活かした交

流人口の拡大に対する関心がみられています。 

一方、「定年・退職層」（35.0%）、「特技や専門性を持つ市民」（28.2%）といった人的資源の活用、「近

隣市との連携」（29.5%）など、多様な主体の参画を求める意見も一定数見られています。一方で、「市

外の人」（9.8%）や「市外の専門家（学識者等）」（7.7%）を挙げる割合は比較的低く、市内資源の活用

を優先する傾向となっています。 

また、ICT活用については 24.8%となり、一定の関心は示されているものの、他の資源と比べると優

先度はやや低い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

157

67.1%

142

60.7%

23

9.8%

82

35.0%

66

28.2%

39

16.7%

18

7.7%

119

50.9%

133

56.8%

102

43.6%

95

40.6%

58

24.8%

69

29.5%

12

5.1%

7

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもたち

子育て世代

市外の人

定年・退職層

特技や専門性を持つ市民

市内の活動団体

市外の専門家（学識者等）

自然環境（山林・海・水辺・川）

農業・水産業

特産品・加工品

県内主要都市へのアクセスの利便性

情報通信技術（ＩＣＴ）

近隣市との連携

その他

無回答
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《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

30 娯楽施設を増やす。 

33 安心して子育てできる環境があるといいかと思う。 

37 県外へ進学した学生が戻ってきたいと思えるまちづくり 

47 医療機関の充実 

125 ファミリーレストランを増やす。 

131 
村八分という言葉がまだ残っているくらい、昔の意識が強いので、それを打破する必

要が強くある。 

149 外人除外 

173 市民を大切にすること 

190 外国人ではなく日本人 

201 

鉾田市が以前よりＳＮＳなどのネットなどで名前が知られるようになってはきたが、

農業以外に人を引き付けるものが無いのかと思う。知人もよく言うのだが、メロンの

時期に買いにきて、近くの食堂で食事をして帰る。ただそれだけになっている。全て

の人がそうとは限らないが、鉾田市で遊んだり、観光をするということが弱いのでは

ないかと思える。 

209 分からない 
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問 15 あなたは、鉾田市のこれからのまちづくりで、どのようなことを重視したまちづくりをすすめる

ことが必要だと思いますか。 

最も多い回答は「子どもがたくましく成長する教育と、子育てしやすい環境をつくること」 

47.9％であり、次いで「お互いを支え合い、健康で、子ども・高齢者・障がいのある人などを大切

にすること」36.3％が続いています。 

また、「災害・交通事故・犯罪の少ない安全なまちにすること」27.8％、「道路・公園・住宅など

の生活環境をよくすること」、「交通網や情報通信網が整備され便利な環境をよくすること」が

29.9％など、生活の安全性と基盤整備を求める意見が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

85

36.3%

112

47.9%

57

24.4%

8

3.4%

11

4.7%

70

29.9%

70

29.9%

65

27.8%

9

3.8%

26

11.1%

45

19.2%

31

13.2%

4

1.7%

7

3.0%

15

6.4%

7

3.0%

14

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お互いを支え合い、健康で、子ども・高齢

者・障がいのある人などを大切にすること

子どもがたくましく成長する教育と、

子育てしやすい環境をつくること

高齢者が生きがいを持ち、安心して充実

した生涯が送れる環境をつくること

地域の伝統、文化財などを大切にすること

生涯学習やスポーツを盛んにすること

交通網や情報通信網が整備され便利な

環境をつくること

道路、公園、住宅などの生活環境を

よくすること

災害、交通事故、犯罪の少ない安全な

まちにすること

まちなみや自然景観が美しい

まちにすること

ゴミや公害のない清潔・快適で自然環境を

大切にすること

農業を中心として、活力ある地域産業を

つくること

地域資源を生かし、多くの人々でにぎわう

観光・交流のまちにすること

地域活動や国内外の交流が盛んな

ふれあいを創出すること

市民がまちづくりに積極的に参画できる

まちにすること

誰もが尊重される人権を大切にする

まちにすること

その他

無回答
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《その他の意見》 

回答者№ その他の意見 

14 20～40 代の「若者世代」が住みたいと思えるようなまちづくり 

151 地震などの災害時の避難所の快適性 

156 治安を良くする。 

166 
もっと人口を増やす事を考えて、インター近くの工業団地で工場誘致を促して鉾田市

民を増やす事。 

189 医療 

196 企業誘致 

209 分からない 

 

 

問 16 限られた財源の中でさまざまな行政課題に対応していくためには、どのような市政運営が必要で

あると思いますか。 

最も多い回答は「市民との協働を進め、行政コストを出来るだけ抑え、現在の行政サービスの水

準や負担は維持する方が良い」41.9％であり、次いで「行政サービスの水準を多少下げても、住民

の負担は増やさない方が良い」21.8％が続いています。 

「広域行政で合理化を図れるものは、積極的に広域行政で行う方が良い」20.1％も一定数あり、

財政効率化への関心が高いことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

21

9.0%

51

21.8%

98

41.9%

47

20.1%

8

3.4%

9

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今以上の住民の負担をしても、高い水準の行政サービスの提供を受ける方が

良い

行政サービスの水準を多少下げても、住民の負担は増やさない方が良い

市民との協働を進め、行政コストを出来るだけ抑え、現在の行政サービスの

水準や負担は維持する方が良い

広域行政で合理化を図れるものは、積極的に広域行政で行う方が良い

その他

無回答



45 

 

問 17 次の 1～14 項目について、鉾田市で「こんな取り組みはできないか」「こんなところが改善でき

たらいい」などのご意見・ご提案を記入してください。 

最も多い回答は「結婚・出産・子育て」29.5％で、次いで「移住・定住・雇用」20.9％、「防犯・

防災・危機管理」19.7％となっています。一方、「市民協働・市民活動」1.3％、「交流・男女共同参

画・人権」2.6％は少なく、関心の差がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【n=234】 

69

29.5%

38

16.2%

49

20.9%

46

19.7%

33

14.1%

36

15.4%

27

11.5%

33

14.1%

19

8.1%

6

2.6%

39

16.7%

20

8.5%

3

1.3%

15

6.4%

54

23.1%

0% 10% 20% 30% 40%

結婚・出産・子育て

社会保障・健康づくり

移住・定住・雇用

防犯・防災・危機管理

農林水産業

観光・地域振興

商工業・企業誘致及び官民連携

幼児・学校教育

生涯学習・スポーツ・文化

交流・男女共同参画・人権

自然・環境

都市・社会基盤

市民協働・市民活動

広域連携・行財政運営

無回答
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■「１．結婚・出産・子育て」に対する意見 

若者や独身者の結婚を後押しする出会いの場づくりや、結婚後の生活を支える住宅補助などの要

望が寄せられています。また、子育て支援については、産婦人科や小児科の充実、屋内遊び場や公

園整備、保育料や子育て費用の軽減、出産祝い金など経済的支援を求める意見が多くみられます。

さらに、子育て制度の分かりやすさや相談体制の強化を求める意見も多く、総じて「子どもを産み

育てやすい環境づくり」が重要な課題として示されています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

9 子育て支援施設の充実。天候に関係なく遊べる屋内型施設等。公園の遊具の充実。 

15 子育ての金はなるべく少なくしてあげればよいのでは。 

16 小児科のある病院など、専門の病院がほしい。 

19 支えになるようにお金を配る。（少しではなく、少し多めに） 

22 子どもの室内あそび場がほしい。 

33 孫が２人いる。夜間とも診てくれる HPがあると安心します。 

34 
子供が減少しているので、安心して出産・子育ての出来る鉾田になってほしいのと、

独身者が多いので出会いの場をもっと活用できるように案内して欲しい。 

36 結婚の出会いの場をもっと多く作ってほしい。 

37 
結婚のため転入した夫婦には５年間家賃補助。６年目以降はマイホーム資金補助。中

学生のクラブ送迎費補助。 

39 学校はあるが、子どもがのびのびと遊び学べる施設等があると尚良いと思います。 

43 
ますます少子化となり、人口減が見込まれます。将来的にも人口増になるように、若

い世代への援助が大切と思われます。 

46 現金支給 

47 市内に産婦人科（産科）があること 

54 
実家は守谷市だが、保健センターの２Fに室内あそび場があり、市内は１Hで 100円、

市外は 200円で利用できる。鉾田市にもこういった施設ができることを希望している。 

62 若者が住みやすい街にしなければ、未来はない。 

64 
出産祝い金を近隣の市町村よりも多く出してみては？国から支給される子ども手当に

プラスして市独自の子ども手当も支給してみては？ 

65 結婚・出産・子育て費用の軽減 

68 
現在の若い人達は、都会に憧れて地方には住みつかない。やはり地方に魅力がなさす

ぎると思う。 

72 

結婚を考える年齢であるが、なんの政策をしているか届かない。広報を頑張ってほし

い。鉾田で結婚し、生涯を終えられるような人生プラン（モデルプラン）のようなも

のを示してほしい。 

75 

出産や子育ての時にサポートしてくれるような制度があると安心して生活できる。子

どもが少なくなっているからこそ、「子育てしやすい街」になれば、鉾田市の魅力もも

っと上がりそう。 

77 物価高騰による給付金 

83 まじめに暮らしている人ほど結婚が遠のいている。40代、50代の人が多い。 

95 出産・教育費用の無償化による高能力人材の発掘およびその育成 

101 独身者を減らし、お見合い等をして、相手が見つかるようにしてほしい。 

109 独身者が多くて、結婚に結びつく機会が少ない。 

113 子育て 

129 
仕事柄出会いが少ないと聞くので、出会いの場が多くなれば結婚から出産も増えるの

では？と思う。そして出産したら子供たちの居場所も沢山必要だと思う。（共働きのた



47 

め） 

132 子どもは希望すれば全員就園できるようにし、保育料の引き下げも図るべき 

140 子育て。スポーツをするにもちょっとお金がかかるため。その他いろいろ。 

141 若い人が住みやすい所にしないと鉾田市に未来はない‼ 

144 
結婚したい、ここに住んで家族を増やしたいと思えるように、結婚あっせん、出産、

子育て支援をもっと充実させるべき。 

161 
出産手当や子育て支援の充実はもちろん、結婚した時にも何かしら支援やお祝い金な

どあったら嬉しいんじゃないかと思う。 

166 

もっと子育て世帯に手厚い制度を作るべき。他の自治体と同じような対応では、何も

変わらない。子供を出産したら、一人 100 万のお祝い金とか出したらインパクトある

と思う。近隣の自治体と似たり寄ったりじゃ人口は増えない。 

172 税金ばかり取られてて何にも支援がなさすぎる 

177 

今の若い人たちはみんなスマートフォンを持っていて、結婚願望がある人はマッチン

グアプリなどを利用して相手を探すことができている。そのため、市は結婚支援では

なく、結婚後の支援をもっと充実してほしい。子育て支援が少なく、子育て環境が整

っていない。子育てに対する不安をみんな抱えていて市外に引っ越している。 

178 

鉾田市では、妊娠や出産、子育てに関する支援制度をさらに分かりやすくし、必要

な人が利用しやすい仕組みを整えるとよいと考える。例えば、妊娠届を提出した家庭

に担当者を設け、妊娠期から子どもの就学前まで継続して支援する「子育てパートナ

ー制度」が考えられる。 

担当者が、利用できる給付金や産後ケア、一時保育、保育所、健診、予防接種など

の情報を家庭ごとに案内することで、保護者が自分で複数の窓口を調べる負担を減ら

すことができる。また、対面相談だけでなく、電話やオンライン、LINE などでも相談

や予約ができるようにすれば、外出が難しい妊婦や乳幼児を育てる家庭も利用しやす

くなる。 

さらに、鉾田市の農業や自然を子育て支援に活用し、親子で参加できる収穫体験、

自然観察、料理教室などを定期的に開催することも効果的である。市外の子育て世帯

にも参加を呼び掛けることで、観光や移住のきっかけにもなる。加えて、観光施設や

直売所に授乳室、おむつ交換台、子ども用トイレなどを整備し、安心して外出できる

環境を充実させる必要がある。 

180 
大きい子育て支援センターを１つ作り、常時専任保育士がいるような場所があると子

育てしやすい。 

189 小児科、救急対応の充足 

194 

インクルーシブな公園の建設(例:笠間中央公園) 

子どもを産み育てやすい環境づくり(産婦人科病院、子育て用品店など)、ベビーシッ

ター助成(ベビーシッター仲介会社との連携)、保育園の定員を減らし、その分保育施

設を建設し、保育施設の点在化を防ぐ、保育士や介護士の優遇措置、子育て世帯が転

入しやすい住宅補助制度 

201 

結婚していない人が増えているように思える。理由は様々あると思われるが、出会い

がないという人もいる。予算もあるかも知れないが、市の中だけでなく、市外や他県

などの人達との出会いの場を市が主体で行って、子育てまで出来るサポートがあれば

いいのではないかと思える。 

203 
出産したらお祝い金を行方市のように作ってほしい。小学生のランドセル支給してほ

しい。子育て世代に遊べるところを作ってほしい。 

207 子供が減りすぎていて鉾田市の人口がどうなるのかなと思います。 

208 出産、子育ての補助を充実してほしい 

212 
鉾田市に子供が少ない印象なので、子育て世代が嬉しい政策をつくり、子供の育てや

すい環境になることを願っています 

216 地域を活性化させる為のイベントを行う 

224 行政が行う婚活 

229 子供が病院にかかる時の、市内の病院の混雑状況がリアルタイムでわかればとても便
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利だと思う。鉾田にも子供夜間外来が欲しい。 

230 老人会と就学児、未就学児等の自然を利用した遊びと交流 

231 出産・子育てで金銭的に大変な方の為の支援を考えて欲しい。 

232 
小さい子供の遊び場や、小さな子供を安心して連れて行ける施設があると子育て世代

は嬉しいと思いました。 

 
■「２．社会保障・健康づくり」に対する意見 

医療や健康づくりに関しては、救急対応を含む地域医療体制の充実、安心して受診できる病院の

確保、医師不足の改善を求める意見が多くみられます。また、高齢者が参加しやすい環境づくりや、

暑い時期でも運動できる屋内施設、障がいのある方も利用しやすい運動施設の整備を望む意見も寄

せられています。さらに、予約の取りづらさや介護保険料の負担などへの不安も示されており、健

康・医療・福祉の総合的な支援体制の強化が求められています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

22 健康づくりのために、運動できる快適なジムがほしい。 

27 老人会での活動 

28 
救急で運ばれる病院がこの近くにないので、安心して生活するためにも、拠点となる

地域医療場所があってほしい。 

56 障がいのある方々が利用しやすいプール、施設があるとありがたい。 

59 とにかく医療機関が心配 

73 高齢者が積極的に参加できる環境づくりをしてほしい。 

75 
お年寄りが多い分、病院は平日でも混んでいるし、予約も取りづらい…。お年寄りの

方も若い世代も予約が取りやすいようになるとうれしい。 

77 信頼できる病院が欲しい。口コミ重要です。 

112 介護保険・国保が高すぎる 

113 社会保障 

136 
民間のスポーツ施設と連携し、学校の体育授業、市民の健康寿命を延ばすことにより、

医療費削減に役立てる。 

176 障害者手当てをしっかり出した方がいい 

189 
医師不足の改善 

救急の受け入れ対応 

228 
暑い時期でも安心して運動できる屋内施設や、気軽に健康づくりができる教室を増や

してほしいです。 

232 スムーズにかかれる病院が増えるといいと思いました。 

 
■「３．移住・定住・雇用」に対する意見 

移住・定住に関しては、働く場の不足や若者の市外流出を課題とする意見が多く、企業誘致や工

業団地整備など雇用創出を求める声が寄せられています。また、空き家の活用や住宅補助、移住者

への支援制度の充実を望む意見もみられます。さらに、都市部からの移住を促す魅力づくりや、農

業体験施設など自然を活かした施策を求める意見もあり、総じて人口流入と定住促進に向けた環境

整備が重要な課題として示されています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

8 家を建てる時に補助金を出す等。 

16 子供がいても就職先がなくて、都会へ行ってしまう。 
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24 
鉾田市には働くところがあまりない。若い人達は皆県外とかに就職する人が多く、そ

のまま移住してしまうので、工業団地みたいなところがあるといい。 

27 交通の便利さ 

34 
他県・他市から移住者を！鉾田に住みたいと思うような魅力的な市にしてほしい。空

き家も多いので。 

37 
移住地を探している若者が、空き家をリノベーションする際、雇用目的（商業）の場

合、建築費の補助。 

40 
近所を見ても子どもが少ないし、独身の方がいらっしゃいますので、家族で移住・定

住できる方を募集する。 

45 空き家の有効活用 

50 
高齢者を積極的に雇用する。農作業など外国人を減らし、高齢者を雇用する。人に必

要とされることで生きがいを持ち、健康維持につながるのではないかと思う。 

54 
中古住宅が大洋周辺に集中している。もっと鉾田市中心にも手頃な物件があると、マ

イホーム購入に踏み切れそう。 

63 空き家が多いので、移住する方に提供できると良いと思う。 

68 高齢者がもう少し外に出かけられる様、公共の交通網を考えてほしい。 

73 
こんなに自然豊かで、敷地もたくさんあるのだから、定住したいと思う設備、環境づ

くりが大切。 

80 雇用で働く場所が少なく、県外へ若者が出てしまう。 

88 
廃校になった学校や体育館を老人ホーム（デイケア）などにリニューアルし、市営経

営すれば、入所価格も抑えられるのでは。 

103 空き家の再利用 

108 

見知らぬ外国の方を増やすのではなく、都市部の人材や若者のメリット（魅力ある副

業・自然環境・利便性などを作るしかないが）を創出して取り込む。宮崎県にそんな

取組みをしている町があったはず。 

110 

農業の市なので仕方ないが、外国人が多く、犯罪が心配。夜自転車で移動して危ない

ことも多い。きちんと外国人にルールを教えて住民とトラブルにならないように指導

してほしい。車の運転などもこわい。 

117 人口流入を増やすような施策 

119 日本人の移住や定住・雇用に力を入れるべき 

131 

空き家問題が大きく、先日鹿島アントラーズ FCと提携したようですが、外部からもリ

フォーム業者（不動産会社）に参入して、新しい町を造り、住人を増やしていく事を

推進していく事も必要かと思います。現在、補助金は若い方（夫婦）の様ですが、額

を減らしてでも高齢者（50才以上）にも少し出し、その人たちから次世代につなげる

のも良いのでは。 

132 
笠間市のクラインガルテンのような施設をつくり、農業の体験を通して都市住民のセ

カンドハウス的な利用や移住を進め、自然を生かした観光振興を図る。 

141 
若い人達が移住したくなるような所に。その為にはまず仕事がなければ移住したいと

思えない！ 

144 
若い人が東京や首都圏の大学・専門等へ進学して、鉾田周辺で働くとは思えないので、

働き先を作らないと、高齢者ばかりの市になってしまう。税金払う人もいなくなる。 

146 観光地を増やしたり宣伝した方がいい。 

153 
農業の後継者が不足しているので、移住して仕事をしてくれる人を誘致してみたらど

うでしょう。 

155 
商工業・企業誘致により雇用が生まれると思うので、農業以外での働く場所があると

良い。物流を活かした新たな企業誘致など。 

156 若い人達が低価格で住める家を用意して、他都道府県から移住してきてもらう 

166 
とにかく、鉾田市は人口増やしていかないと厳しいと思う。農業は発展してるが、高

齢化でどんどん厳しくなる。工場誘致すれば、人口が増えて子供も増える。 

171 移住者の支援助成金等 
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172 
他の市から移住してもお金とられるだけでなにもないからみんな出ていってしまう。

このままでは。 

184 住民を増やす目的として 

189 働き口の増加 

194 違法外国人労働者の規制強化。企業誘致強化 

214 

農業優遇優先の土地の使われ方なので移住者が増えず良い人材が集まらない。集まる

のは怪しい外国人ばかり。地目変更などなかなかできない現実に大変不満を感じてい

る。 

218 

茨城大学等、大学との連携強化。茨城大学地域未来共創学環など、インターンシップ、

コーオプ教育に力を入れる大学は増加しているが、鉾田市は実習先自治体に指定され

ていない（鹿行地区だと鹿嶋市だけが指定）。優秀な人材を確保するためには大学への

働きかけが必要。 

 
 
■「４．防犯・防災・危機管理」に対する意見 

治安や安全に関しては、外国人による不法就労や生活ルールの不遵守への不安、防犯対策の不足

を指摘する意見が多くみられます。街灯や防犯カメラの増設、空き地や道路環境の整備、犯罪情報

の共有など、安全に暮らせる環境づくりを求める意見が寄せられています。また、高齢者が多い地

域特性から、防犯・防災体制の強化や生活ルールの周知徹底を望む声もあり、安心して暮らせる地

域づくりが重要な課題となっています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

7 

・不法就労外国人の取締りや外国人による農地取得のルール遵守 

・外国人受入農家や受入機関への指導 

・不法投棄や雑草で道路が見えにくくなっている場所の整備 

13 
外人の犯罪が多くて何とかしてほしい。在留資格を本当に持っているのか。不法外国

人を取り締まってほしい。 

15 外国人だけとは言わないが、盗難・強盗など安全な町づくり 

19 犯罪が起きない地域を目指す。（無理ではなく、やる努力） 

33 
空き巣などが近くであり、私一人なので不安。センサーライト（私道）をつけてほし

い。または配ってほしい。 

34 他国の方が多いので、防犯面を強化してほしい。 

45 治安が悪化してきていると感じる。防犯カメラを増やすべき 

50 
外国人が増えすぎて、夜スーパーやコンビニ等に行くのが怖い。街灯を増やす。（小美

玉市へ行く道沿いの街灯が非常に多く、かなり明るく感じる） 

58 安全・安心な生活 

63 
何度か泥棒に入られているので、できるだけの防犯意識を持っているが、道路の街灯

や防犯カメラをしっかりつけていただきたい。 

64 
不法入国の外国人をきちんと取り締まってほしい。又、正規に入国して鉾田に暮らし

ている外国人にも日本のルールをしっかり教えてほしい。ゴミの捨て方など。 

65 安心して住める環境 

66 外国人の行動に怖さを感じることがある。注意してほしい。 

80 年配者が多いため、防犯対策や地震に備えた動きがあると良い 

86 犯罪の発生件数や災害対策、情報をメールなどで定期的に配信してほしい。 

103 街灯が少ない。防犯カメラの設置。 

109 最近事件が多いので、防犯の強化。 

119 防犯・防災・危機管理が低いと思う。外国人に対してもっと厳しくするべき。日本人
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だけで回せる社会にする必要がある。 

128 
夕方になるとゴミを燃やし、燃えカスが飛んできても言えません。風向きによっては

とても怖いので、もう少し注意等をしてほしい。 

145 外国人を中心とした犯罪の防止。農作物の盗難防止。 

162 空き地が無法地帯になっていて、手入れをして欲しい。 

207 外国人が多く、盗難や逮捕などを聞くと怖いなと思います。 

208 街灯がない場所が多い為増設してほしい。 

222 

家でゴミを燃やす人がいる。外国人研修生や消防団に入っている家でもゴミを燃やし

ている。地区のゴミ捨て場には外国人研修生がウジがわいた生ゴミをいつも捨ててい

る。以前ゴミ捨てのことを地区で集まって掃除、話しをしたが一向に改善しない。外

国人研修生を使っている家は文化の違いはあるが、ルール、マナーはしっかり教えて

出来るまでは見届けて欲しい。 

224 防犯や防災の連携 

 
 
■「５．農林水産業」に対する意見 

農業については、有機栽培や在来種保護への支援、資材高騰への補助、加工品開発やブランド化

など、付加価値向上を求める意見が多くみられます。また、後継者不足への危機感が強く、新規就

農者への支援拡充や若者が農業に参入しやすい環境整備を望む意見が寄せられています。さらに、

耕作放棄地対策や悪臭・排水など環境面の改善、農業体験や観光との連携など、農業を地域の強み

として活かす施策の必要性が示されています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

4 
有機栽培や無農薬野菜が増えるように市で補助して欲しい。在来種の野菜の種を保護

して欲しい。 

7 
・主要品目のトップセールス（東京の市場でＪＡと） 

・主要品目＋αの価値創出（ブランド化） 

9 
若者に農業を教える環境整備。１日体験や補助金の充実。高齢者が多いため、後継者

不足の改善をしなければ野菜王国茨城はいつか終わりがくる。 

11 
道路整備は中途半端な計画ではなく、一気に進めてもらわないと、排水等で田畑に影

響しないようにしてもらいたい 

26 
様々な人が参加できる支援やシステムづくりを行うことで、外国人から若い人、高齢

の人まで参加できると思う。 

36 農林水産業のＰＲ 

43 
鉾田市で誇れるものは、イチゴ・メロン・サツマイモ等の農林水産業です。これを推

し進める事業が大切と思う。 

45 鉾田はこれからも農業に力を入れるべき。耕作放棄地にも対策を強化すべき。 

46 若い世代に畑をまわしてほしい。 

62 
一番の強みなので、積極的に活用すべき。お金を生み出す仕組みにする必要がある。

６次産業化、観光資源化、女性や若者が働きやすい産業にしなければならない。 

83 資材が高いのに農作物が安すぎる。 

90 

・食べられるのに、少しの変形（見た目）や傷で廃棄されてしまう果物や野菜を積極

的に加工品や冷凍食品にして、無駄を失くして欲しい。市は補助金を出して対応して

ほしい。半年間も毎日毎日換気や温度調節、手入れをして育て上げた作物がただ廃棄

処分されていくのはむなしい。もったいない。 

・市でメロン新規就農支援事業の補助金を出している。それは、メロン農家が急激に

減少しているので、とても良い取り組みであると思う。しかし、指導農家及び研修生

の生計が別であることと、農家を取り巻く現実を分かっていない。親元で独身者で生
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計が同じでは対象外である。これ以上メロン農家が減る前に、どうして減少している

のか、担当者の方に知っていただきたい。メロン農家がますます減少し、「生産量日本

一」を保てなくなる前に。 

98 外国人労働者を積極的に雇用し、生産性を拡大する。 

102 新規就農者への資金援助（長期の） 

108 
労働力を人ばかりに頼るのではなく、将来的に農業用ロボットに助けてもらえるよう、

ロボットの開発ベンチャーなどの誘致を進める。 

127 

農業について。最近空き農地・空き家を利用して外国人を住まわせて農業をしている

人がいます。できたら市外から日本人に移住してもらい、農業をしてもらう形が望ま

しい。子供が増えたり税収にもつながる。 

133 捨ててしまう農産物をどうにかして付加価値をつけて売れるようにしたい。 

137 
特に水産、海の活用。漁業者は他の港を使用している。鉾田市内に漁業を作り、市場

等があれば良いと思う。 

150 
市内に、鉾田市の魅力である農業を五感を使って楽しめるような場所を作り、観光客

と市民が交流できる施設を作る。 

152 
・物価高騰に対する生産者の支援の充実 

・補助金の拡大 

163 農産物に関しての他県との販売競争 

177 
鉾田といえば農業であるから、農業の後継者不足を改善する政策を考えてほしい。せ

っかく若者が農業を始めても金銭的な問題でみんな諦めて辞めている。 

194 
強みである農業、農産物の広報強化、酪農、養豚、養鶏など霞ヶ浦水系における条例

等規制緩和→農業従事者が働きやすい法的環境づくり 

219 

畜産業が市の基幹産業でもあることは分かっているが、あまりにも悪臭がひどいので

何か対策して欲しい。豚舎等に隣接しているわけでもないのに夏は窓も空けられない

ほどである。 

228 

鉾田市の特産品であるメロンやさつまいもをもっと全国に PRしてほしいです。また、

農業体験イベントを増やすことで、子どもや観光客が鉾田市の魅力を知るきっかけに

なると思います。 

230 産品の商品化、販売。 

 
 
■「６．観光・地域振興」に対する意見 

観光や地域振興については、農業や海などの地域資源を活かした体験型観光、季節の花による景

観づくり、イベント開催などにより集客力を高めてほしいという意見が多くみられます。また、道

の駅や飲食店、屋内遊び場、アミューズメント施設など、人が集まる拠点整備を求める意見も寄せ

られています。さらに、鹿島灘海浜公園の機能強化や情報発信の充実を望む意見も多く、観光を通

じた地域活性化が重要な課題として示されています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

2 

色々なイベントを開催して、観光客を呼び込んで収益を上げて、色々なインフラを直

して欲しい。子供の遊び場（屋内）を作って欲しい。入場料を子供が取られるのは分

かるが、監視役の保護者分は安くして欲しい。 

9 
道の駅、パーキングエリアを作る。市内に飲食店を増やす。（チェーン店、ファミレス

を増やして欲しい） 

13 路線バスが次々に廃止されたら移動難民はどうする。 

16 野菜や果物などおいしいものがたくさんあるので、もっと宣伝できたら良いのでは？ 

24 観光地がない。何か、例えばフラワーパークとか作れないだろうか。 
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27 旭地区、誇れる商品作り 

28 
鉾田市の強みである農業を生かした観光・地域振興を行ってほしい（例えば朝市みた

いなもの）。 

40 
行政・地元の方々で鉾田市の良いところや農産物などを宣伝して、他所から来てくれ

る何かを考える。 

95 
市民雇用の安定化を図り、家族継続の維持に繋げる。その為にも観光資源の開発や地

域振興に注力する。 

103 アウトレット店、アミューズメント施設。 

109 魅力。人々が集まってくる場所を作る。 

110 

とにかく農業以外の取り柄がない‼観光スポットもないので通過する人しかいない。も

っといろいろな企画や観光につながる施設を作るなどしてほしい。廃校を利用して何

かをやるなど、他のところで成功している例も参考にして考えてほしい。農業を利用

した体験型施設など。 

117 自然を活かした観光、地域振興 

127 
観光について。例えば鹿島灘海浜公園は、海だけなので飽きてしまう。花や木で季節

感を出す等工夫が必要だと思います。 

131 

鹿島灘海浜公園を色々整備し（現在準備中）、人々が他県からも来るようにする（EXグ

ランピング・ＢＢＱ・ドッグラン etc）。人が集まれば№７の商工業・企業誘致等にも

つながる。また、観光業の広がりにより市も豊かになってくると思います。 

140 
メロンの時期、なだろうショップ、サングリーンの所が混み、渋滞になるので、改善

してほしい。 

141 
メロンだけに頼りすぎ‼土地だけは無駄にあるのだから、四季折々の花などで県外から

来てもらえるよう、広い土地を有効活用してほしい。 

153 
涸沼駅からの休耕地をインスタ映えできるような花など植えたらどうですか？そうし

たら電車の乗車率も上がるのでは？ 

155 

日本一の野菜のまち鉾田を全国へもっとＰＲしてほしい。また、海を活用した観光と

農業体験など体験型観光を充実したら良いのでは？宿泊につなげられるよう、グラン

ピングなどの施設があればいいと思う。 

164 上記魅力のＳＮＳ発信 

162 
大竹海岸で海水浴が今年はできないので、観光客が減ると思う。トップさんて大洋も

無くなるのはマイナスだと思う。 

171 道の駅等地域活性化 

183 
鹿島灘海浜公園を道の駅「ほこた」にして、海岸の方まで飲食店やキッチンカーがあ

る場所作りと名物のお土産を作って欲しい。 

199 

素晴らしい自然環境や農産物の生産に優れている鉾田市なので、それらを活かし、鉾

田市に行ってみたい、と思うような観光に力をいれたらどうか。鉾田市は、発信力が

弱い様な気がする。 

201 

先程も書いたのだが、鉾田市は観光という面では弱いのではないかと思える。私の考

えは、クラウドファンディングを使い企業を誘致し、体験ができる施設を作ってはど

うかと思います。個人や幾つかの会社はやっているかもしれないのですが、大きくや

っているところはあまりないと思います。 

216 地域を活性化させる為イベントを行う 

229 
鹿島灘海浜公園をもっと四季を通して集客できる観光施設にするため、春はネモフィ

ラや葉の花、夏はひまわり、秋はコスモスをつき山を彩る。 
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■「７．商工業・企業誘致及び官民連携」に対する意見 

企業誘致については、若者の市外流出を防ぎ、地元で働ける場を増やすためにも、商工業の強化

や工業団地整備など雇用創出を求める意見が多くみられます。また、公害への懸念から慎重な誘致

を望む意見もあります。農業以外の産業が乏しいことを課題とする意見が多く、生活用品店の充実

や大手企業が進出しやすい環境整備を求める意見も寄せられ、総じて、産業の多様化と安定した雇

用基盤の確立が重要な課題として示されています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

4 公害が出ないよう企業誘致には、慎重になって欲しい。 

28 人が集まるには、企業誘致等を行い、雇用を創出できる取組を行ってほしい。 

32 
山を切り拓いてできるのはソーラーパネルばかり…。会社を誘致してはどうでしょう

か？ 

40 若い人が他所へ出ていかない。地元で働く場所を増やす。 

50 企業を誘致することで若い人達が市内にとどまり、結婚・出産につながると思う。 

52 商工業をもう少し強化してほしい。 

65 地域の活性化。収入の安定。 

73 大手の企業が誘致したくなる環境づくり 

95 

都心からのアクセス利便性を高め、豊富な土地活用を斡旋し、大企業の通知に務める。

結果雇用の安定確保につながり、ひいては市の活性化も図られ、市民の定住化が促進

される。 

117 商工業、企業誘致による人口流入、発展 

124 フェスとかライブなどをやってみたい。 

156 生活用品が安く買えるお店がほしい。 

166 

もっと新しい考えを持って取り組むべき。鉾田市から企業に入って来てもらうために

声掛けするべき。インター近くに工業団地を作る気持ちで思い切った取り組みをする。

人口が増えて鉾田市営団地なんか作ったりしたら若い人達が増えると思う。 

185 

働く場所を増やしてほしい。安定した税収が見込める会社員の増加に期待する。 

農業支援をしても一部の農家が潤うだけで市全体が潤うことはないと思う。 

外国人が増加するだけで若年層は住みたいと思わない。 

190 
そもそも農業以外で働ける場所があまりにも少ない。大体の市民は市外へ勤務してい

る。 

196 
鉾田市は企業誘致には力を入れないのでしょうか？農業ばかりを推していますが、そ

れだけでは地域の活性化は難しいのではと思います。ぜひご検討ください。 
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■「８．幼児・学校教育」に対する意見 

教育に関しては、保育料や学費負担の軽減、産婦人科や小児科の充実、通学手段の確保など、子

育てと学習環境の改善を求める意見が多くみられます。また、学力向上や教員の指導力強化、ICT教

育の適切な運用、廃校活用による学習支援など、教育の質を高める施策を望む声も寄せられていま

す。さらに、幼児教育の充実や外国人材への教育支援、地域と連携した学習機会の拡大を求める意

見もあり、総じて「子どもが学び育ちやすい環境整備」が重要な課題として示されています。 

回答者№ ご意見・ご提案 

5 
＜３人目以降の保育料について＞現在、兄弟のカウントが就学前の子が対象となって

いますが、３人目であることに変わりないのに年齢制限がある事に疑問を感じます。 

15 全部無償ではなくても、学費など高額になり得るものは無償でも。 

19 
適当な先生が多すぎる。特に生徒優先ではなく、自分ら（先生）優先が多すぎた。お

かしいと思うその面は。 

46 高校に通う手段の充実 

47 公共交通機関を利用して通学できる高等学校の選択肢を増やすこと。 

54 習い事の教室が少なく感じる。 

77 コロナ禍の時にあった、高校のタブレット補助（所得関係なく） 

96 
鉾田市図書館の近くにカフェなどを作ってほしい。勉強をしている学生などはお昼の

場所が取れず、困ることも多いため。 

104 教育が基礎になる 

110 

学校教育のレベルが鉾田市は低い‼小・中の学力が低いのは鉾田一・二高のレベルが低

く、そこに入れればいいと考える親と子どもが多いからだと思う。鉾２など勉強しな

くても入れるが…。学べる事を特化してレベルを上げる様に努力してほしい。（専門に

学べる事を増やしてレベル upしてほしい）他地区からも入学希望者を増やせるように

意識を上げる‼市内の中学校は鉾２附属中学になっていて話にならない。 

113 学校教育 

116 閉校した学校を活用して遊具を置いて、土日だけでも公園に出来ないかと思う。 

124 
共働きが多いこの頃ですが、子ども数も少ないため、幼稚園がなくなった。こども園

など保育と幼稚園を一緒にした施設が各地区にほしいです。 

136 幼児、小学校中学校から英語で授業（一部）するようにしていく。 

149 学校でのＰＣ利用が毎日で大丈夫なのか。昔のように授業しないということに違和感。 

150 
廃校を開放して、土日や夏休みに子どもたちが良い環境で学習できるよう、市内の大

学生などで学習をサポートするボランティアを定期的に開催する。 

161 
ＩＴ機器やネットの危険性など今以上の教えが必要で、親や祖母祖父世代にも学べる

機会は必要だと思う。 

176 もっと子供達をしっかり教育した方がいい 

200 

ほかの市町村に比べて定期テストの平均点など教育レベルがかなり低いと感じる。教

育施設をもっと充実させたり、教員の指導・研修をもっと積むべき。親の責任も多い

が基本的な学校の学習環境が整っていない。 

214 
公共の幼児教育に力を入れないのはなぜか。人を育てる大切なところで予算を削るの

はよくない。 

218 

Ｕターン就職をすることを条件にした、市内高校生の有名大学への推薦制度。大洗町

は法政大学への大洗推薦があるなど、教育に力を入れていることが若年層にも分かり

やすい。また、外国人材の教育についても貴重な労働力として重視すべき。心ある雇

用主やボランティアによって辛うじて教育の機会はあるが、自治体としての支援体制

が弱い。外国人材への依存度は、境町のように外国に拠点を設けてもよいレベルであ

る。 
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■「９．生涯学習・スポーツ・文化」に対する意見 

スポーツ・文化・生涯学習については、老朽化した運動施設の改善や体育館の空調整備、子ども

が安心してスポーツに参加できる環境づくりを求める意見が多くみられます。また、図書館の蔵書

拡充や学習スペースの改善、生涯学習講座の充実、文化センターや社会教育施設の整備を望む意見

も寄せられています。さらに、地域の農業・自然・歴史を学ぶ機会の拡大や、廃校活用による学習

拠点づくりを求める意見も多く、スポーツと文化の両面で学びと交流を促進する環境整備が重要な

課題となっています。 

 
回答者№ ご意見・ご提案 

13 中学・高校のスポーツに力を入れるべき 

22 
茨城ロボッツのフレンドリータウンになってほしい。昔話があったのに、前市長が断

ったと聞いた。今度は市から打診してほしい。 

30 運動施設がボロいし、料金が高い。体育館にはクーラーを導入すべき。 

35 
図書館の蔵書を増やして欲しい。スペースも狭いし、専門書があまりない。生涯学習

の講座を平日ではなく、土日にも開催してほしい。 

37 

小・中（義務教育期間）にスポ少・クラブ・部活などに、ケガなどのリスクを避け、

安心して参加できるよう、民間の理学療法士やスポーツトレーナーの講習会を設け

る。専門大学などで生涯スポーツをどのように関わるかを学んだ方も活用させていた

だく。 

43 
市民、住民の意識向上にも、早期に文化交流施設を造り、知識と教育の向上につなげ

ればよいと思います。公民館等の充実も必要。 

72 
活気がある町になってほしい。社会人サークルのようなものを市で立ち上げることは

できないか？運動できる場所は少ないように感じる。 

116 文化センターを作って、子どもたちの活動に利用して欲しい。 

136 
②にも関連するが、子供から高齢者まで良い指導者についてスポーツや文化（文芸

も）に生涯関わって生活できる市になりたい。 

156 スポーツできる所を増やしてほしい。 

172 
子供達がスポーツしやすい様に場所の提供であったり、スポーツを教えてる人たちに

多少の支援があれば親もはじめやすいと思う 

176 スポーツに力を入れた方がいい 

178 

鉾田市では、地域の農業や自然、歴史を学ぶ機会をさらに充実させるとよいと考え

る。例えば、農家や地域住民を講師として招き、メロンやサツマイモなどの特産品、

地域の歴史、自然環境について学ぶ講座を開催する取り組みが考えられる。また、講

座を受けた市民が「地域案内人」となり、観光客に農業体験やまち歩きの案内を行う

仕組みを整えることも有効である。 

これにより、生涯学習を知識の習得だけで終わらせず、学んだ内容を観光や地域活

動に生かすことができる。また、高齢者が持つ農業技術や地域の知識を若い世代へ伝

える機会にもなり、世代間交流や生きがいづくりにもつながると考える。さらに、講

座情報を市のホームページだけでなく、ＳＮＳや LINE、公共施設の掲示板などで発信

し、オンライン講座や出張講座も取り入れることで、より多くの市民が参加しやすく

なる。 

199 

旧旭東小を生涯学習の拠点にしてはいかがですか。 

これから高齢者の人口がますます増えるので、高齢者が元気で長生きする為、生き甲

斐と楽しみをつくれる場所として、利用してはいかがかと思う。 

218 

県内でも指折りの社会教育施設の建設。生涯学習社会はもはや当たり前であり、意欲

的な市民団体や全国レベルの文化人が存命中にも関わらず、公民館は老朽化し、恥ず

かしくて見せられないレベル。社会教育施設を建設することで市民一人一人のレベル
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アップが図れると共に、小美玉市の「みのーれ」のように県大会などのイベントが開

けるようになる（集客力のアップ）。 

219 
管理運営費の負担などの問題はあるが、市民ホールがないのは鉾田市くらいだと思わ

れ、文化振興上必要なものだと思われる。 

 

 

■「10．交流・男女共同参画・人権」に対する意見 

 地域づくりに関する意見では、発達障害のある方が安心して参加できる交流の場を求める意見が

みられます。一方で、特定の事業は必要ないとする意見もあり、施策の取捨選択への期待が示され

ています。また、地域を活性化させるためにはイベント開催など、人が集まり交流できる機会を増

やしてほしいという意見が寄せられており、誰もが参加しやすい場づくりと地域の賑わい創出が課

題となっています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

78 発達障害の人たちの交流の場が欲しいです。 

119 必要ないのでやめるべき。 

216 地域を活性化させる為イベントを行う 

 

 

■「11．自然・環境」に対する意見 

自然・環境に関する意見では、ソーラーパネル設置のルール化や雑草・雑木林の管理、道路の狭

さや舗装不良の改善を求める意見が多くみられます。また、涸沼・北浦・海岸など豊かな自然資源

を活かしたレジャー施設や体験型観光の整備を望む意見も寄せられています。さらに、ゴミ問題や

騒音、街灯不足など生活環境の悪化を懸念する意見も多く、環境保全と安全性向上を両立した地域

づくりが重要な課題として示されています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

2 
ソーラーパネルを空き地に設置しているが、木を伐採した分、違う所に木を植えない

と地球温暖化に拍車がかかるのでは？ 

4 ソーラーパネルが増えすぎないように制限して欲しい。 

7 
・ソーラーパネル設置のルール化 

・美化活動（地区ごとでも、市としてでも） 

21 歩道、自転車が通りづらい。 

29 
涸沼、北浦を利用して、人々が集まってくるようなレジャー・観光を取り組んでほし

い。 

33 
イノシシ騒動があるが、動物の住む場所を壊しているから人間のところに来ると思

う。 

41 
地域の道の幅が狭いので、どうにかならないかと考えます。これからのことでもあり

ます。 

58 自然豊かな生活環境 

69 
環境問題に際して、道路際の雑草管理、雑木林の管理・手入れ、周知徹底をしてほし

い。 

75 
田舎あるあるの、ヤンキーのバイク音がうるさい。祭りも治安が悪いから行きたくな

くなるし、ゴミもポイ捨てされてるから環境も悪くて嫌。 
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80 
海の砂がなくなってきて、砂浜がなくなることに不安がある。ゴミの不法投棄なども

目に付く。 

83 道路脇や山地の内側の手入れがされていない。 

88 

ごみ掃除の件、小・中・高生が月に一度のペースで大人と共に汗を流し、実際にきれ

いにすることを経験してもよいのでは。他人事から自分ごとに変わるのではないでし

ょうか。 

96 
雨で水たまりができ、通れなくなる場所（アクロス中心や鹿島旭駅の駐車場など）が

あるので、道などを補強してほしい。 

98 大竹の公園などを充実、整備し、観光地化する。 

108 

自動運転などによる移動インフラ再構築。自家用車を返納しても暮らせる、自動運転

バスやＡＩオンデマンド交通導入。福井県永平寺？でそんな取り組みをしていたは

ず。鉾田市にすべてがあうとは言えないが、将来車で誰かを傷つけたくないなと思

う。 

124 自然環境を活かして都市部の子どもたちへの体験学習など。 

128 
道路は穴が空いていたり、でこぼこ。パトロールをして直す事は出来ないのですか？

他の市町村はすぐに修理してくれるみたいですが。 

133 
釣りの環境を整えてほしい。ブラックバスやシーバスなど、涸沼は日本で有名なシー

バスの聖地。 

137 
北浦の水資源を昔のように取り戻す。水泳ができるくらいにきれいにできないか？観

光にも役立つし、他の模範になると思う。 

149 
道路が狭い。道路を妨げる木々がある（道路横の雑草）。道路を広げる予定があるの

ならば早く拡げてほしい。 

150 
市内に住む小中学生や子どもたちを対象に、夏休みなどに市内にある豊富な自然環境

を知る目的でキャンプをしたりして、自然環境に対する理解を深める。 

162 道路の整備をしっかりして欲しい。舗装道路にして欲しい。 

178 

鉾田市には、鹿島灘の海岸、北浦、涸沼、広大な農地など、多くの自然資源がある。

これらを個別に紹介するだけでなく、自然観察や農業体験を組み合わせた観光コース

として活用するとよいと考える。 

例えば、午前中に北浦や涸沼で水鳥や植物の観察、水質調査などを行い、昼食には

地元の農産物を使用した料理を提供する。その後、市内の農園でメロンや野菜の収穫

体験を行い、最後に鹿島灘の海岸散策や清掃活動を行う観光プログラムが考えられる。

単に景色を見るだけでなく、鉾田市の自然や農業について学びながら楽しめるため、

教育旅行や家族旅行にもつながる。 

また、観光客が海岸清掃や環境保全活動に参加すると、市内の直売所や飲食店で使

用できるポイントを受け取れる仕組みを設けることも有効である。これにより、環境

保全への参加と地域内での消費を結び付けることができる。一方で、観光地や農園が

市内に分散しているため、駅や海浜公園、農園、直売所などを結ぶ周遊バスやレンタ

サイクルを整備し、移動しやすい環境をつくる必要がある。 

190 

オフサイト太陽光発電施設の規制。 

有効な土地利用ができなくなる為。 

先立つ土壌汚染問題を拡大しない為。 

国の方針に追従する必要がある為。 

214 

子どもの頃から住んでいるが、鉾田市全体が汚くなった。自然がたくさんありその自

然はどこも手入れがされていた。またそれぞれの家も立派でなくとも綺麗であった。

国道沿いなど草が生い茂り汚すぎる。道路に捨てられている生活ごみもたまらなく嫌

である。 

228 

街路樹や日陰のある休憩スペースを増やしてほしいです。近年は夏の暑さが厳しいた

め、散歩や通学、買い物の際に安心して休める場所があると、市民の健康づくりにも

つながると思います。 

230 涸沼などを利用したキャンプ施設、体験型施設アスレチック等の充実 
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■「12．都市・社会基盤」に対する意見 

インフラに関する意見では、都市ガスや上下水道の整備、道路の拡幅・舗装、雑草伐採など生活

基盤の改善を求める意見が多くみられます。特に公共交通の廃止により移動が困難になっていると

の指摘が多く、乗合タクシーや周遊バスなど高齢者も利用しやすい仕組みを望む意見が寄せられて

います。また、店舗の少なさや交通接続の悪さを課題とする意見もあり、世代を問わず暮らしやす

い環境整備が求められています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

8 都市ガス等、インフラ整備をしてほしい。 

17 道路や歩道の伐採 

30 よく分からない 

60 交通状況を改善できたらいいと思う。 

62 

バスがなくなって不便。上下水道について支援を充実してほしい。敷地内配管で 100

万円以上かかるのでは、つなげられない（延長数十メートル）。道路がいまいち接続

が良くない。 

72 

公共交通が悪い。最近バスの路線が廃線となり、ますます車がないと生活できないと

感じる。乗合タクシーやっていると認識しているが、高齢の方が気軽に使える仕組み

があるといい。 

96 
大洗鹿島線の鹿島神宮行きの 12時台を作ってほしい。11時 20分を逃すと 13時にな

り、帰る時間が大幅に遅くなる。 

112 下水道が整備されていない。 

146 店が少ない。もっと店を増やした方がいい。カフェとかデパートとか。 

180 周遊バスが走っていると利用しやすい。 

185 道路の排水や下水道の整備を希望する 

203 どの世代も暮らしやすい街づくりをしてほしい。 

208 下水の環境整備を進めてほしい 

222 道路の草が伸びていて自転車、車で走っても危ない 

 

 

■「13．市民協働・市民活動」に対する意見 

市民活動については、行政が小規模から大規模まで幅広い団体の活動を把握し、積極的に支援し

てほしいという意見がみられます。また、市道や余剰地の除草を行う住民に特産農産物を報酬とし

て渡す仕組みを求める意見もあり、地域美化を住民参加で進めるインセンティブの必要性が示され

ています。総じて、市民協働を強化し、地域活動を促進する仕組みづくりが求められています。 

 

回答者№ ご意見・ご提案 

84 
市民の活動が把握されていない。小グループから大きいグループ団体まで活動を把握

して、行政が積極的にサポートすべきである。 

229 
市道や余剰地等の除草をしてくれた人に鉾田市の特産農産物を報酬とする制度をつく

る。 
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■「14．広域連携・行財政運営」に対する意見 

広域連携・行財政運営に関しては、市民の意見を的確に反映した議論を求める意見や、地域内外

との連携強化を望む意見が多くみられます。また、公共交通の縮小により移動が困難になっている

との指摘があり、安価で利用しやすい交通手段の整備を求める意見が寄せられています。さらに、

行政の効率化や財政の健全化、第三者による監査など、透明性と効率性を重視する意見も多く、広

域連携を含めた持続可能な行財政運営が重要な課題として示されています。 

 
回答者№ ご意見・ご提案 

20 
議会では議員の個人的な意見ではなく、市民の率直な意見を議論してほしい。議員同

士の勝手な好き嫌いで話を進めないでくれ。 

58 行政運営 

63 
自家用車がなくても安く便利なバスを提供していただきたい。スーパー等、近くにあ

ると良い。 

98 鉾田市単独では無理なことは、近隣市と共同で進める。 

104 1つの町では、できるものが限られる。 

128 

前回の市議の選挙の時、よろしくとある方が来ました。何か困りごとはありますかと

言われたのでお話したところ、そういう事は区長を通して下さいと。ここまではここ

の区とかここからはあちらの区、おかしくないですか？だったら選挙の頼みも各区を

通してくればと言いたかったです。 

131 

市内でも鉾田・旭・大洋での連携が薄いような気がします。先にも述べましたが昔な

がらのわだかまりが残っている市民の方もいるので、まずは市での連携→隣接する

町・市→県へ連携し、人の流れを大きくしていけたらと願います。 

190 

ムダをなくす。行政のスリム化を図り、財政を安定させる。自主財源が増やせないの

であればムダなコストを減らす。コストが減らせないのであれば自主財源を増やす。

税徴収率を上げる事はしてはならない。ただでさえ国民負担率は 45％。これ以上あ

げるのであれば鉾田市の人口流出は逃れられないだろう。 

196 
今後、鉾田市単独で生き残っていくのは困難です。広域連携も視野に、決して背伸び

せず、足元を良くみて、堅実な行財政運営に努めてください。 

224 第三者による収支明細の監査 
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問 18 あなたの暮らしについて、現在もしくは将来に向けて思っていることや鉾田市に望むこと、ある

いはこれからのまちづくりに対するお考えなどありましたら、率直なご意見・ご要望をお聞かせく

ださい。 

 

《自由意見のまとめ》 

１．生活基盤（道路・上下水道・空き家・環境）の整備に関する要望 

生活環境の基盤整備に関する意見が多数寄せられました。道路の狭さや舗装の不十分さ、沿道の

庭木・雑草の管理不全に対する不安が複数の回答で示されており、「道路を広くしてほしい」、「道路

沿いの雑草をどうにかしてほしい」など、日常生活の安全性向上を求める意見が強く寄せられてい

ます。また、上下水道の未整備地域に関する改善要望や空き家・残地の管理不全についても複数の

指摘があるほか、「空き家の管理の徹底」、「道路沿いの雑草や清掃」など、景観や安全面の課題が顕

在化しています。 

 

２．公共交通の不足と高齢期の移動不安 

高齢化の進展を背景に、免許返納後の移動手段への不安が強く示されています。「車がなくても

不便のない生活ができたら良い」、「低コストで利用できる周遊バスがほしい」など、交通弱者の生

活を支える公共交通の再構築が喫緊の課題となっています。 

若年層からも「自転車専用レーンの整備」、「歩行者道路の充実」など、移動の安全性向上を求め

る意見が寄せられています。 

 

３．治安・安全に対する不安の増大 

治安に関する不安は複数の回答で確認されました。「治安に不安を感じない暮らしがしたい」、「治

安悪化が目立っている」など、地域の安全確保を求める意見が強く寄せられています。 

外国人住民の増加に対する不安や誤解に基づく記述も散見され、「外国人が簡単に土地を買えな

いようにしてほしい」など、地域コミュニティの希薄化や情報不足が背景にあると考えられます。 

 

４．医療体制の脆弱さに対する不安 

医療アクセスに関する不安は非常に多く寄せられました。「医療面と交通の便が悪い」、「医療過

疎が深刻すぎる」、「緊急時に対応できる仕組みがほしい」など、地域医療の不足が生活の継続可能

性に直結する課題として認識されています。 

小児科・循環器・脳神経外科など、命に関わる診療科の不足を指摘する意見も確認されました。 

 

５．若者の定住・雇用環境に対する対策の必要性 

若年層・子育て世代からは、若者が市外へ流出する現状への危機感が示されています。「就労でき

る場所が増えてほしい」、「求人が少なく職種も限られている」、「若者が住みたいと思う環境が必要」

など、雇用の不足が人口流出の主要因として認識されています。 

また、娯楽・商業施設の不足も若者の転出要因として挙げられ、「パチンコ以外の娯楽施設がな

い」、「美容室やエステなどが増えてほしい」など、生活の魅力向上を求める意見が多く寄せられて

います。 
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６．子育て支援・教育環境の充実 

子育て世代からは、安心して子どもを育てられる環境整備への要望が多く寄せられました。「子

どもが豊かに育つ街にしてほしい」、「スクールバス・給食費の無償化は継続してほしい」など、既

存施策への評価と継続要望が示されています。 

少子化の進行に伴い、「同級生が少なすぎる」、「１クラス 20 人程度の学校に通わせたい」など、

教育環境の維持に対する不安も確認されました。 

 

７．行政への信頼・情報発信 

行政運営に対する不満や改善要望も多く寄せられています。「税金は何に使っているのか」、「市

の活動が分からない」、「広報誌が情報を伝えていない」など、行政情報の不足が市民の不安や不信

につながっていることが示唆されます。 

窓口対応に関する意見もあり、「柔軟な対応をしてほしい」、「市民の意見を聞くところから始め

てほしい」など、行政サービスの質向上を求める意見が寄せられています。 

 

８．地域コミュニティの希薄化と交流の必要性 

高齢化と人口減少を背景に、地域コミュニティの弱体化を懸念する意見が多く寄せられました。

「昔ながらの地域行事や交流を盛んにしてほしい」、「孤独にならない仕組みが必要」など、地域の

つながりを再構築する施策への期待が示されています。 

 

９．農業政策への賛否と産業多様化の要望 

農業に関する意見は二極化しており、「農業中心の市政はやめるべき」という意見がある一方で、

「もうける農業の実現を」、「加工企業の誘致」など、農業振興を求める意見も多く寄せられており、

農業を基盤としつつ、産業の多様化を求める傾向が強く見られます。 

 

10．公共施設・文化施設への期待 

図書館、市民会館、運動施設など、公共施設の充実を求める意見が多く寄せられました。「図書館

の充実」、「広い市民会館を作ってほしい」、「乳幼児・高齢者が利用できるホールがほしい」など、

世代を問わず利用できる公共空間へのニーズが高まっています。 

 

《総括》 

自由意見全体を通じて、鉾田市の将来に対する市民の不安は、生活基盤の脆弱さ、交通・医療の不

足、若者の流出、行政情報の不足といった複合的な要因によって形成されていると考えられます。 

一方で、子どもを大切にするまち、安心して暮らせるまち、地域の魅力を生かしたまちへの期待も

多く寄せられており、総合計画においては、これらの市民の意見を踏まえた政策体系の再構築が必要

になると考えられます。 
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回答者№ 率直なご意見・ご要望 

2 

道路を広くして欲しい。あっちもこっちも庭木や雑草をどうにかして欲しい。庭木に

ついては、そのお家に指導してもらわないと道路にはみ出て色々危ない。何かあった

時に責任とれるのか。 

4 
ソーラーパネルやヤードが増えると環境悪化が心配になるので、許可には慎重になっ

て欲しい。 

6 農業中心の市政はやめるべき 

7 
・治安に不安を感じない暮らしがしたい。 

・意見を集めただけでなく、きちんと対策を進めてほしい。 

8 
社会インフラの整備を進めてほしい。治安悪化が目立っている様子が見られるため、

治安維持のための何かを考えてほしいです。 

9 

上下水道の整備。空き家、残地への管理への徹底。境町で導入されている移住・定住

住宅の導入。英会話の施設導入。外国人が移住できる環境にする。免許返納者のため

に自動運転バスの導入。交通の便を良くして欲しい。人口増加に向けて取り組むべき。 

12 税金は何に使っているのか？ 

13 
税金が高すぎる。農家は儲かったらその分税金で取られるので儲からないシステムに

なっている。外人に何かされるか分からないので怖い。 

14 

働き盛りの若者を大事にする職場を増やして下さい。そういう職場が増えないと、鉾

田市から出ていく人だけになり、18 歳未満の学生 or65 歳以上の高齢者しかいない街

になっていくと思います。（市内の職場で勤務してハラスメントによりつい最近退職し

た者より） 

15 

人がいなくなれば、空き家・樹木の枝が道路に出る。昔は地区でやったことが当たり

前だったことを、行政にまかせるだけではよくないのでは。古き昔の人々が地元を守

っていたことの素晴らしさを再認識しました。 

16 定年が近づく中、車がなくても不便のない生活ができたら良いと思う。 

19 出世する。お金餅になる。楽しむ。 

20 
山岡家を安房エリアに作ってほしい。サイゼリアを新駅の近くに作ってほしい。クス

リのアオキはいらないから、その場所にスタバがほしい。 

22 就労できる場所が増えてほしい。 

24 
現在 66才。まだ車の運転は出来るけど、車の運転が出来なくなったら買い物も病院も

行けない。バスも通っていない。不安です。 

27 下水道の整備をして欲しい。（大神地区） 

28 
人口が減少する中で、少しでも多くの人が定住するまちづくりを進めていただきたい

です。 

30 
ドラッグストアが多い。もっと他のお店が鉾田にできるように。特にパチンコ以外の

娯楽施設がない。どこに遊びにいくかで、鉾田という選択がまずされない。 

33 

年齢相応の給与がないとこの物価高騰では生活できない。自分たちの生活もある。孫

にもやってあげたい。以前の岸田さんはよく市民の所に現れていました。市民の声を

耳にしてほしい。クリーンセンターを残してほしい。 

34 

鉾田市は住みやすいと思いますが、医療面と交通の便が悪いので、どんなに生涯学習

に参加したくても高齢者は参加出来ない。高齢者の運転はやめてほしくても、現実に

はやめることが出来ない。他国の方もどんどん増え、やはり怖い。自分自身高齢者に

なった時、病院に行くのは？運転は？もう少し不安のない鉾田市を希望します。10年

後を考えると今は不安。人口減の大洋地区は特に感じます。 

36 
耕作地の周りが外国人（中国人）に買い占められて、作業がやりづらい。外人が「簡

単」に買えないように出来ないのか。 
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37 

超高齢社会に向け、ご高齢の方が健康寿命を延ばすため、40 代後半から予防のため、

食事・運動習慣・睡眠に気をつけるのに、鉾田は最適な場所である。特に豊かな作物

は誇りである。一方、運動施設は豊かとは言えない。猛暑時、バリアフリーの室内で

乳幼児・高齢者が平等に利用できるホールがリノベーションできるとよい。外観は建

築家さんのアイデアをお借りし、スロープにするなど、優しさと温かさ溢れる豊かな

老後を平等に送ってもらいたい。地元の方だけでなく、皆が利用できるような風通し

のよい空間が必要だ。 

39 
これからも鉾田市が存続していく為に、若い世代、子どもを大切にできる環境づくり、

まちづくりをしていってほしい。 

40 赤ちゃん～年寄りまで、安心して平和に暮らせる鉾田市になりますよう願っています。 

41 より一層の図書館の充実を望みます。 

43 暮らしよい、住み良い鉾田市になりますように、よろしくお願いいたします。 

45 
空き家対策→子育て世代の移住につなげられないか。 

公共交通機関の強化→路線バスの計画 

46 街全体が活発になってほしい。 

47 
少子化により、将来に不安を感じます。子供を産み育てることに不安のない町づくり

を望みます。 

48 年寄りが暮らしやすい町に。物価高により、暮らしていくことが困難。 

52 
子供たちが大人になっても、鉾田市に住んで良かったと思えるまちづくりをしてもら

いたい。 

54 
現在、畜産業で会社員として働いているが、転職を考えた時に求人が少なく、職種も

限られている。もっと雇用が増えたら選択肢が広がるのにと思う。 

56 
障がいのある子供を預けられる所が少なすぎる。18才以上でも一時的に利用できる所

を増やしてもらいたい。 

59 

老後はこの町へどうぞと進めているのに、高齢者には住みにくい。買い物・医療関係

の事を考えてほしい。自動車を運転できている時はよいが、運転できなくなった時、

不安で仕方ない。 

62 

今の鉾田市では、若者が出ていき、戻ってこない気がする。若者（特に子育て世代）

が住みたいと思う環境を作ることが重要だと思う。学校はたくさんあり、スーパーも

多いので、その点は良い。だが、それしかない。職場や生活環境を考えたら、鉾田を

選ぶ理由はない。ICTを使い、最先端の農業型未来都市にするとか、若者に刺さる何か

が必要。 

63 

ボロボロの空き家、道路沿いの雑草、ゴミのポイ捨てなどをもう少しきれいにして、

観光や移住に力を入れ、きれいな町にしてもらいたい。スーパーまでのバスを増やし

てバスを無料にしてもらいたい。 

65 

・老後まで安心して暮らせる町づくり。 

・子どもから老人まで参加できるイベント。 

・大洋地区に老人ホームを増設。 

・鹿島灘海浜公園を再開発。茨城の魅力発信公園に。 

66 目的と実行内容をタイムリーにアナウンスしてほしい。 

69 

・福祉事業の方にもう少し支援とか、活動にご尽力いただけるとありがたい。 

・環境整備に力を入れて対応していただきたい。 

・以前に役場の窓口対応に不愉快な思いをしたことがあります。対応する職員さんも

色々な方が来て、その対応に大変だと思いますが、もう少し柔軟な対応をしていただ

けるとありがたいです。 

70 
出産支援が行方市はとても良いと思います。鉾田市にも頑張っていただきたいです。

少しでも鉾田市に住みたいと思ってもらえるように、そういう所でも鉾田市の魅力度
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を上げていって欲しいです。 

71 安全で安心なまちづくり 

72 

広報誌が好きで、よく他の自治体のものを見ます。鉾田の広報誌は全く情報が伝わっ

てきません。利用したら良い生活になる取組も調べればあるのでしょうが、まず調べ

ません。そこで広報として目に入れればと思います。熱意をもって取り組んでほしい

と思います。あと、公園が欲しいです。犬と遊べる。 

73 

高齢者になった時、ひとりでは生活も困難になると思うので、鉾田市には住み続けら

れないと考えている。娘の住む町に移住するしかない。娘が鉾田市に住んでくれれば

定住できるが。 

75 

もし結婚して子どもが出来た時に、同級生がいない（少なすぎる）のがかわいそうだ

と思い、他の市に転居しそう。自分が小さい頃くらいの、１クラス 20人はいる学校に

通わせたいと思うから、高齢者が多い、優しくて温かい街も好きだが、子どもの声を

たくさんする街になってほしい。日用品を買うスーパー系のお店以外の娯楽（美容室

やエステ系）も増えたら嬉しいです。安心安全の、みんなが住み続ける市になります

ように。 

77 

・スクールバス、給食費の無償化は継続して欲しい。とてもありがたい。 

・誰の土地だか分からない土地の管理（草が伸び放題で、ボヤ騒ぎがおきないように

して欲しい）。 

・見通しの悪い所のミラー設置。草刈り含む。 

・道路の補修。歩行者道路の充実。 

・低所得者世帯への給付金だけではなく、中所得者世帯や子育て世帯にも給付金を手

厚くして欲しい。（財政の関係もあると思いますが） 

・自治体独自の給付金とかみると、うらやましく思うことがあります。（他市町村の） 

79 
自転車で車道を走っていて危険を感じた時、法改正されたので広い歩道に入って走行

していいのか迷う。、どうすればいいか教えてほしい。 

80 
鉾田市の活動が正直よく分からない。何が便利になっているとか、実感もわかないの

で、発信してほしい。 

81 

現在市外在住（通学の為）であることから、正確な解答は致しかねます。趣旨からは

外れますが、鉾田市の取り組みに対する評価のパート（問 13）において、自身や家族

がその項目に該当するサービス等を受けたことがない。対象外である場合が多かった

ため、満足/不満足とは別に「サービスを受けたことがない/街づくりの取り組みを知

らない」というような、積極的な無回答の欄が欲しかったです（調べて回答しように

も限界があるので）。例えば、市内で結婚する予定はないのに、結婚支援の取り組みを

どう評価すると問われても回答のしようがないため、このような調査では正確な市民

からの評価は測れないと思います。（もちろんサービスの対象外でも意見だけある場合

もありますが） 

82 

クリーンセンターが移転するから、ゴミ出しが不便になる。市民税を払っているのに

親がゴミ出しに車を使うのを見て、将来もこれが続くのかと思うと不安。町内会に直

接話して交渉しろと言われても、市が受け入れるように指導しなければ出せないと思

う。ゴミを出せるところを別に作ってほしい。新しいクリーンセンターまでは遠い。 

83 家族でやっている農家が生活するだけの収入があがらない。 

86 市で行っている制度について、知れる機会を増やして欲しい。 

90 

野菜生産が盛んな市であるので、もっと積極的にふるさと納税の返礼品にメロンやい

ちご等は予約制にして、野菜も詰め合わせにして、力を入れて市税を増やしていただ

きたい。市長の掲げた「もうける農業」実現のためにも、Ｂ品を加工できる企業の誘

致をし、廃棄されてしまう果物（メロン）や野菜の加工のため、農家から企業に流通

されるシステムづくり、補助金等、市が率先していってほしい。 

93 ・車のない生活 
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・一人暮らしでの安心した生活 

95 

市としての将来ビジョンが全く見えず、今後に希望が持てない。若者世代ほどより顕

著であり、大胆な発想転換が必要だと思う。 

１.より大きな雇用の創出（大企業の誘致） 

２.結婚・出産・子育て有利性の創出（無償化の提供）による定住化促進 

97 

最初の方で書きましたが、道路完備が悪く、自分たちで砂利などを敷いて対応してい

るが、周りが畑なので砂利を敷いても土を落とされて、すぐに道が土だらけになり、

やりようがないので、舗装してもらいたいです。下水道も完備されておらず、毎年汲

み取りに料金がかかるので、検討してもらいたい。浄化槽の維持が大変なので…。保

健センターに職員が常駐でない為、鉾田地区に問い合わせするのが面倒。 

98 
これまでの市の行政のムダについて。過去の市長等の責任を明確にし、交流館、こど

も園、市役所移転などのコストについて弁償させること。 

100 

・若い人が少なく、部落の行事に参加する人も年々減ってきています。高齢化が進み、

働く場所も少ないのに、支払う健康保健・介護保険代、市・県民税が高く、年々生活

しづらくなってきました。 

・市民会館がなく、大洋公民館では、文化祭・その他のコンサート等には狭く、小さ

い年々不安になります。新しく市民の集まり等に使える広い市民会館を作っていただ

きたいです。 

101 核家族になり、最後は一人になる不安。病気になった時の不安。 

102 88才、これ以上は望みません。 

103 火葬場を作ってほしい。 

104 お一人様の最後をよろしくお願いします。 

106 
公共施設の老朽化が進んでいます。30 年、50 年後を見据えた設計・運営を希望しま

す。 

108 

どんなに町が便利になっても、どの世代でも一人では生きられないので、孤独になら

ないように、昔ながらの地域行事や交流は盛んにして欲しい。面倒な事ですが、個人

にとっても地域にとっても重要（防犯・防災にもなる）。外国の方にもそれは当てはま

ります。何をしているか知らないと将来的に溝が生まれてしまいます。移民を増やす

事には反対ですが、担い手不足も深刻なので、適正な人数を受け入れて交流を。同じ

ように結婚・出産・子育て支援を行って、次の世代にこの町をつないでいけるように

望んでいます。 

110 

人に聞いた話だが、市長の応接セットを前の市長が使っていたのは嫌だからと 300 万

円もかけて新しくしたとのこと。事実であればとんでもない無駄遣いです‼そのお金で

他にいろいろできたのでは？と思います。市役所も新しくするらしいですが、選挙公

約と違うのでは？このご時世、どれだけのお金がかかるのでしょうか？このようなこ

とではとても心配になります。きちんと市民に説明をして、理解を得てから行ってほ

しいです。選挙で選ばれたからといって、議員たちで勝手に決めて、何をやってもい

いという事ではありません。 

112 図書館は現在の場所のままにしてほしい。 

113 記載することがたくさんありますが、時間がないため記入できません。 

119 
外国人へは住民税を２倍にしたり、海外と同じように住むにはそれ相当のお金と覚悟

とリスペクトが必要。本当は日本に住んでほしくない‼ 

122 
このアンケートについて。内容がわかりにくく、どれを選んでいいか分からない。も

う少し具体的にわかりやすいアンケートだと答えやすい。 

124 

・同じような意見になってしまいますが、市内全体で盛り上がるようなイベント。 

・小・中学校など新しく出来た学校などがとても素晴らしく感じますが、現在のハラ

スメントについて、先生と生徒の間が昔に比べると溝を少し感じます。 
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126 文化センターがあると、芸能人とか映画など見られるので良いと思います。 

127 
最近外国人ばかり増えていますが、市外から若い家族、農業をやってくれる人を誘致

しないと、産業も子供も税収も増えないと思います。 

128 

昨年井戸水について（2025.5）、茨城県鉾田市で「PFOS・PFOA」でお知らせがあり、調

べに来た。その時調査戸数の結果を持参してきましたが、井戸水の飲用全戸数を検査

したのではなく、数件だけの検査。鉾田市内で井戸水飲用の戸数が何件かも記されて

おらず、調査してもらった方は、急に来てやってくれたと聞きました。市役所の方が

来た時に検査してくださいと話したら、全戸数の予算がないので、やりたかったら自

費でやってくださいとの事。他の事と違いますので、今回の場合は全戸数すべきでは？ 

129 

自分の年代は老後がとにかく心配に思います。老人ホームがあっても高額のため利用

できない所が多いし、生活が不安です。車がなくても外出が気軽にできる仕組みが必

要だと思う。 

131 

私自身、５年前に千葉から突然移住を決めた住人です。住んでから思ったことは、交

通の便の悪さ・道の悪さ・狭さ・暗さに唖然とした次第です。またお店が少ないため

か、距離があるためか、デリバリーがないのにも驚いたところです。故に車社会なの

かと思いますが、車社会であるが故に歩道の整備（県道・国道もあることは認識して

います）をしてもらえると、犬の散歩にも良いし、きれいであればゴミの投棄もなく

なると思います。生活環境の整備が必須と思います。 

133 

人がゆっくりと集まれる場所をもっと作ってほしい。例えば温度が快適でいろいろな

人が集まれる場所（千波湖のように運動できる所や海を見ながらみんなで楽しめるス

ペース）を充実させてほしい。あるものをもっと積極的に生かしてほしい。 

136 

図書館こそが市民の元気の源になる場所であるよう作って欲しい。文化・知識の宝庫

となり、蔵書もいろんなジャンルがあり、また、来れば誰かとおしゃべりのできるス

ペースも大切にする場になるように。 

140 道路が狭いのに、お店ばっかり増えて、混みあって危ないところが色々あります。 

141 

市民の声を聞くところから始めてくれないと意味がない。市民の憩いの場である「と

っぷさんて」を閉鎖してしまうのは、全くもって市民の事を考えてくれていないと思

える。理由は理解できるが、ならば３月迄は少し値上げして営業など、他にも策があ

ったのでは？鉾田を良くしていきたいのなら、他県の成功例を参考にし、鉾田に若い

人達が移住してもらう事を‼ 

144 

若い人が住みたいと思える（賃金も支援も）ような雇用先をつくり、給付金や手当と

いった独自の事業も考えて欲しい。高齢者の免許返納のメリット（タクシー代何回ま

で無料とか）を作ってほしい。もう少し広く周知されるようにしていって欲しい。 

145 
市役所の整備など最低限の整備、維持は必要。優先度をつけたインフラ維持の長期的

計画。 

149 高齢者への支援ばかりでなく、今の人への支援をしていただきたい！ 

150 

今よりもっと旭地区、大洋地区、鉾田地区が連携して、「鉾田市」として成長できるよ

う、活発な地域づくりを行い、「鉾田市」に対する愛を市民一人一人が実感できるよう、

様々な人との協働を欠かさずに、子どもたちが将来も鉾田に残っていたいと思えるよ

うな活気ある鉾田市でいられるように、誰もが住みやすい鉾田市を目指して精進して

いくのが未来のためになるのかなと思います。課題は山積みかもしれませんが、笑顔

を絶やさず、「鉾田魂」で頑張っていければいいなと思います。 

152 

外国人実習生や低所得者ばかりが優遇されていると感じます。鉾田市だけでなく、社

会全体がある程度所得がある人に対して不利だと感じています。居住者が増え、後継

者不足が解消されることを望みます。 

155 
高齢化社会になった時、免許返納した人が交通手段をどうすればいいか。現状の支援

では不足なのではないかと思います。 

156 もっと若い世代が住みたくなるような環境にすれば、子どもたちも増え、閉校せずに
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活気ある地域づくりができると思う。 

159 

人との交流の場、人が集まれる憩いの場（コミュニティスペース）。 

食事・軽食がとれて、一日中過ごせる、遊べる・おしゃれ・楽しい。 

※市民が皆平等 ※税金の無駄使いお断り 

160 
鉾田市でしていることが分からないので、鉾田市で行っていることの広報をもっとす

る必要があると思う。特に若者に対してする必要があると思う。 

163 

就職先が乏しく、希望の所得が見込めません。異性との関係性が築けず、今後出かけ

る機会も減る見込みです。仕事と異性間交流等の知識に長ける、若者が頼れる機関や

人物があると良いかと思います。 

166 
高齢化が進んでいて、考え方が閉鎖的な方が多い気がします。もっと色々な知識があ

る若い世代の声を聞き、活気のある鉾田市を作って欲しい。 

171 インフラ整備 

172 

税金を取るならそれと同じくらいのことはやってほしい。市民は苦しんでる。他の市

はランドセル支援や家の家賃、ローン何パーセント支援、子育て支援があるなかで鉾

田はまったくない。そこは改善してほしい本当に。 

173 
市街からも、この街に住みたい！と思われるような魅了ある街にするためには、市民

が市民でいるためのメリットがあると良い。今は、市民でいるメリットがない。 

176 昔の鉾田は明るかったから、また昔みたいに賑やかに戻ってほしい。 

178 

鉾田市には豊かな自然や農業、落ち着いた生活環境がありますが、若い世代にとっ

ては、仕事、交通、買い物、娯楽などの面で不便さを感じることもあると思います。

特に、進学や就職をきっかけに市外へ出た若者が、そのまま戻ってこないことが課題

ではないかと感じます。 

そのため、若い人が鉾田市で暮らし続けたいと思えるように、市内で働ける場所を

増やすことが必要です。農業だけでなく、観光、食品加工、IT、地域の情報発信など、

鉾田市の特色を生かした仕事をつくり、起業や新しい事業に挑戦する若者への支援を

充実させてほしいです。また、テレワークができる施設や、学生や若者が勉強、交流、

仕事に利用できる場所があるとよいと思います。 

さらに、若い人が楽しめる飲食店やイベント、スポーツ施設、交流の場を増やすこ

とも重要です。海や農業などの地域資源を生かし、音楽イベント、マルシェ、スポー

ツ大会、キャンプ、農業体験などを開催することで、市内の若者だけでなく、市外か

ら訪れる人も増えると考えます。 

公共交通についても、通学や通勤、買い物に利用しやすいように改善してほしいで

す。若者の意見を市の取り組みに反映するため、学生や若手社会人が参加できる意見

交換会や、若者が企画した活動に市が支援する制度を設けることも必要だと思います。

鉾田市が、若い人にとって「何もないまち」ではなく、「自分たちで新しいことに挑戦

できるまち」になってほしいです。 

180 
まだ先ですが、将来、車の免許が返納の年齢になった時の交通手段が不安です。低コ

ストで利用できる周遊バスなどがあると、ありがたいなと思います。 

181 
環境や施設が不十分なため、子どもたちにとっては市外での住居環境を望んでいます。

衰退の一途を辿っているように思います。 

183 大洗鹿島線が可哀想。もっと駅周辺の開発に力を入れるべき。 

185 高齢者と外国人ばかりで他への転出を考えている 

189 

医療過疎が深刻すぎる。鹿行地域にいたら緊急な医療措置を受けられず、とても不安。

ドクターヘリのヘリポートを置くなど緊急な疾患にも対応できる取り組み、小児科や

循環器、脳神経外科など、命に直結するであろう疾患にも対応できる仕組みがほしい。 

190 

茨城県は全体的に外国人優遇政策を推し進めている。特にモスクやハラルなどのイ

スラムへの配慮は必要ない。ここは日本であってイスラムの国ではない。彼らに迎合

すると言う事は彼らイスラム教徒に支配されることを望んでいるも同然である。日本
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でイスラムの活動を進めている人々は皆イスラム教に改宗すればみんな天国に行け

る。日本人を救うなどと言う妄想で動いているだけである。決してイスラムの連中を

優遇することはしないでいただきたい。学校給食にハラルはいらない。学校の授業で

イスラム教について学ぶ必要はない。しっかり日本のことを日本人として教育するこ

と。 

193 田舎脱却 

199 

70歳を目の前にし、免許返納の日もいつかくると考えると、買い物をする不便さや病

院に行くための手段をどうするか不安を感じる。高齢者が不便や不安を感じないで生

活できる鉾田市になって欲しいと切実に思います。 

203 
鉾田には子供達の学べることが他の大きな市町村に比べて少ないので、そういう機会

が増えるところを増やしてほしい。 

204 

長年住んでいるが、このようなアンケートに回答しても、改善が見られないどころか

公共交通機関も減り、車がないと生活できない環境で、老後のことを考えると移住を

検討するしかないのではと思っている。 

208 
子育てし易く、老後も生活しやすい環境作りをお願いしたい。上記の様な魅力があれ

ば人口増加にも繋がるのでは。 

212 
今ある土地、畑を大事にして、ソーラー発電などに侵食されず、緑の美しい場所を保

っていただきたいです。 

214 

農業はとても大切な職種だとは思うが鉾田市は農業の人ばかりではない 農業優遇の

まちづくりは辞めてもらいたい 今後も農業だけでやっていけるとは思えない これ

からの人が農業以外の選択肢を持って鉾田市に住み続けたいと思える まちにしたい  

216 
人が集まりやすい街にする為イベントや商業施設を作り市民がそこで働けるような街

にしてもらいたい。 

218 

若い人の学力低下、視野の狭さが気になります。国籍、性別、性的指向など、様々な

要素をもった人を尊重する町づくりを、市として、大人が分かりやすい形で発信して

ほしい。その姿勢は将来を担う若い人にきっと伝わるはずで、徐々に意識の変容が起

こると思います。 

219 

若者が魅力を感じるまちにならない限り、人口の流出が加速し、将来衰退していって

しまうものと思います。鉾田市は農林水産業が県内でも群を抜いていますが、他の自

治体に比べ、生活の利便性、娯楽や文化的魅力などが見劣りするように思われるとこ

ろです。 

224 意見や要望を聴こうとする市の姿勢 

228 

自転車が安全に通行できるよう、自転車専用レーンや路肩の整備を進めてほしいです。

また、鉾田市は車での移動が多い地域ですが、一時停止や周囲の安全確認が不十分だ

と感じる場面があり、ヒヤッとすることがあります。高齢者を含め、交通安全の啓発

や運転講習などを充実させ、安全に暮らせるまちづくりを期待しています。 

229 
鉾田市は水戸方向や鹿嶋方向に行く通過するだけの街になってしまっている気がする

ので、立ち寄ってもらうために道の駅をつくるのはどうか。 

232 
子育て世代として、一番望むことは安心安全なまち、子育てがしやすい街、子どもが

豊かに育つ街です。 

 

 

 

 


